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� はじめに
平成 ��年度は、当天文台にとって、更なる発展に向けた記念すべき年となりました。当
天文台の新しい特別設備として、太陽活動総合観測システムの飛騨天文台への設置が、��年
度の補正予算で認められました。本設備は、既設のドームレス太陽望遠鏡の性能を更に向上
させるためのマルチチャンネル高分解能撮像装置と、太陽全面の��及びベクトル磁場を同
時に世界最高分解能で取得する太陽全面像望遠鏡から構成されております。この装置の導入
によって、飛騨天文台は世界最先端の太陽地上光学観測所としての機能を、更に一段と強化
することになります。本特別設備の予算獲得にご尽力を戴きました、文部科学省と京都大学
各位に厚くお礼を申し上げます。また更に、この設備の性能を十分に発揮させる為にも、長
い間の懸案となっております、ドームレス太陽望遠鏡の塔体表面冷却システム改修工事の早
期実現に、一層のご理解をお願いする次第であります。
花山天文台では、長年にわたる懸案であった建物等改修工事が認められ、本館と別館の外
装を中心とした改修が行われました。屋上外壁の防水工事、腐食した窓枠・扉の取り替え、
外壁の化粧直しによって、内装その他残された課題は依然として多くあるものの、昭和 �年

�����の創立以来 ��年ぶりに、見違えるようにきれいになりました。この第一期大改修の
実現にご尽力戴きました京都大学本部・理学研究科各位に対し、ここにあらためてお礼を申
し上げます。
花山天文台で活動する若者の数は、最近急に増加して、かってなかったと思われるくらい
の活況を呈しています。例えば ����年 �月 ��日の ��時 �に発生した大規模な太陽フレ
アは、花山天文台別館のザートリウス望遠鏡で、技術補佐員の鴨部麻衣氏によって見事に撮
影され、大学院生の浅井歩氏らによって解析されて、����年 �月にハワイで開催された国際
学会で発表されましたが、そこで最も注目を集めた研究発表の一つに選ばれました。花山天
文台創設以前に購入された ��歳のザートリウス望遠鏡が、新しいフィルターと���カメラ
を得て蘇り、若い研究者や技術員によって最先端の研究成果が得られたことは、現在の花山
天文台を象徴する好例でした。今後更に、他機関を含む多くの研究者、大学院生及び学部学
生が活躍する場として、青少年をはじめとした、一般の人々の生涯学習にも開かれた場とし
て、飛騨及び花山天文台の施設設備を一層整備拡充して行きたいと考えております。
他に ��年度に特筆すべきこととしては、柴田一成氏が「宇宙ジェット・フレアにおける基
礎電磁流体機構の解明」において、日本天文学会から林忠四郎賞を授与されました。柴田氏
の開拓している太陽宇宙プラズマ物理学における独創的な教育研究の成果が認められたもの
で、これを機会に更なる活躍が期待されます。
一方で、時代の流れを感じさせることとしては、飛騨天文台の赤羽徳英氏が ��年 �月 ��

日をもって停年を迎えられ、退官されました。飛騨天文台創設当時から、火星の観測的研究
の先頭に立たれ、太陽系物理学の教育研究に尽力され、火星気象学の分野を開拓されました。
長年にわたるご活躍とご指導に感謝と敬意を表しますと共に、今後も引き続き当天文台にお
ける太陽系天体の観測的教育研究に対して、別のお立場からご指導とご協力をお願いしたい
と願っております。

平成 ��年 �月
京都大学大学院理学研究科
附属天文台台長 黒河宏企

�



� 沿革と主な施設整備年表

京都大学大学院理学研究科附属天文台は花山天文台と飛騨天文台より構成されています。
飛騨天文台は、世界第一級の高分解能をもつドームレス太陽望遠鏡、東洋一のレンズをもつ
	� ��屈折望遠鏡等を用いて観測の最前線に立ち、花山天文台は、データ解析研究センター
としての役割を担うと共に、学部学生の観測実習及びデータ解析実習を実施しています。

昭和 �年 ��月 花山天文台設立
昭和 �	年 �月 生駒山太陽観測所 
奈良県生駒郡生駒山�設立
昭和 ��年 �月 花山天文台及び生駒山太陽観測所を理学部附属天文台として官制化
昭和 ��年 ��月 飛騨天文台設立

管理棟、本館、	� ��反射望遠鏡ドーム完工、	� ��反射望遠鏡を
花山天文台より移設、開所式挙行

昭和 ��年 �月 生駒山太陽観測所閉鎖
昭和 ��年 �月 飛騨天文台に、	� ��屈折望遠鏡及び新館完成、竣工式挙行
昭和 ��年 �月 飛騨天文台に、ドームレス太陽望遠鏡完成、竣工式挙行
昭和 ��年 �月 花山天文台に、新庁舎完成
昭和 	�年 �月 飛騨天文台の、ドームレス太陽望遠鏡駆動コンピューター更新
平成 �年 �月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡塔体パネル一部修理工事完了

飛騨天文台 �� �ドーム駆動装置更新工事完了
平成 �年 �月 飛騨天文台に、太陽フレア監視望遠鏡及びドーム完成

花山天文台 � �ドーム屋根張り替え工事完了
花山天文台にモザイク回折格子制御装置設置 
太陽館分光器室�

平成 �年 �月 花山天文台 � �ドーム屋根張り替え工事完了
平成 	年 �月 花山天文台太陽フレア観測望遠鏡格納庫仮設
平成 �年 ��月 飛騨天文台専用道路落石防護工事施工
平成 �年 �月 花山天文台にデジタル専用回線導入
平成 �年 ��月 飛騨天文台研究棟及び管理棟外壁等改修工事施工
平成 �年 �月 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡に高分解能太陽磁場測定装置新設

飛騨天文台 	� ��反射望遠鏡カセグレン焦点に分光器設置
飛騨天文台 	� ��反射望遠鏡 � �ドーム駆動部改修工事施工

平成 ��年 �月 飛騨天文台 	� ��反射望遠鏡赤道儀駆動部改修工事施工
平成 ��年 ��月 飛騨天文台専用道路に光ケーブル敷設工事施工

高速データ通信回線 
��� �����開通
平成 ��年 �月 花山天文台 �� ��屈折望遠鏡に太陽��単色像デジタル撮影システム完成
平成 ��年 ��月 花山天文台デジタル専用回線を ��� ����から ��� ����に高速化
平成 ��年 �月 飛騨天文台デジタル通信回線を ��� ����に高速化、且つ専用回線に切替え
平成 ��年 �月 飛騨天文台 	� ��屈折望遠鏡 �� �ドームスリット等改修工事完了
平成 ��年 �月 花山天文台建物等改修工事施工

�



� 構成員 �平成��年度�

台長 黒河宏企

併任教官 教授 小山 勝二
教授 荒木 徹
教授 舞原 俊憲

職員

花山天文台
教授 黒河 宏企
教授 柴田 一成
非常勤研究員 石井 貴子
非常勤研究員 ����� �� ��  !�
平成 ��年 	月採用�

日本学術振興会特別研究員 "�#� �$%&
平成 ��年 ��月採用�

事務補佐員 中岡 恵美
技能補佐員 名筋 容子 
平成 ��年 ��月退職�

技能補佐員 鴨部 麻衣
技能補佐員 殿岡 英顕 
平成 ��年 �月採用�

技能補佐員 磯田 安宏 
平成 ��年 ��月採用�

飛騨天文台
助教授 赤羽 徳英 
平成 ��年 �月停年退職�

助教授 北井 礼三郎
助手 上野 悟
助手 野上 大作
技術専門職員 石浦 清美
技官 木村 剛一
非常勤研究員 秋山 幸子 
平成 ��年 �月採用、��月退職�

非常勤研究員 田沼 俊一 
平成 ��年 ��月採用�

非常勤研究員 浅野 芳洋 
平成 ��年 ��月採用�

技能補佐員 井上 理恵
技能補佐員 門田 三和子
技能補佐員 野林 幸彦 
平成 ��年 �月退職�

技能補佐員 仲谷 善一 
平成 ��年 ��月採用�

臨時用務員 福田 秀子
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� 主要な教育研究設備

��� 主要教育研究設備

飛騨天文台

	� ��反射望遠鏡、	� ��屈折望遠鏡、	� ��ドームレス太陽望遠鏡、
太陽フレアー監視望遠鏡

花山天文台

�� ��屈折望遠鏡、�� ��シーロスタット太陽分光望遠鏡、
花山天体画像解析システム、�� ��屈折太陽��望遠鏡

��� 平成��年度の主な改修改良事項

��� 飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡観測装置の整備
ドームレス太陽望遠鏡では、従来、分光器を利用した磁場測定装置が利用されています。
それに加えて，太陽表面上の �次元的な磁場分布を高い時間・空間分解能で観測するため
に，狭帯域フィルターを利用した磁場測定装置の導入計画を進めています。今年度は，狭帯
域リシウムニオベート固体結晶エタロンフィルター本体を導入しました。これは、中心波長
	����� '(、透過幅 �)� '(、電圧印加方式による波長スキャン、口径 ����、恒温セル内蔵と
いう特徴を持つものです。磁気感応線#%� 	����� '(のプロファイルのコア部、ウイング部の
単色偏光像の取得に用いる予定です。
北井�

��� 飛騨天文台��	
反射望遠鏡の整備
��� 飛騨天文台 	���反射望遠鏡の鏡面メッキ
平成 ��年 �月に 	���反射望遠鏡主鏡、及びカセグレン副鏡の鏡面メッキを飛騨天文台の
真空蒸着装置で �年ぶりに行いました。メッキ後の主鏡据付、副鏡の光軸再調整が入念に行
われました。
��� 測光観測用標準フィルターの導入
これまで 	���反射望遠鏡は、主として惑星や彗星の観測に使われてきましたが、最近で

は、激変星や超新星等の測光観測及び分光観測を行なう為の整備を進めてきています。��年
度には、恒星や銀河の観測において一般的に使用されている * $&� &+�� &+� ,��&�システ
ムに準拠したフィルターとして、すばるの主焦点カメラ �,����% ���のフィルターに近い
特性を持った�� ��の �色の干渉フィルターを購入しました。
また、これまでカセグレン焦点に取り付けていた ����� 液体窒素冷却���カメラを主
焦点に取り付けられるようにしました。これにより焦点距離が大幅に短く 
� - ����なり、
約 ���角の明るい広視野を確保できて、観測のフレキシビリティが大幅にアップしました。
��� 望遠鏡とドームの操作系の整備
望遠鏡の微動用のハンドパドルと、ドームのスリットの位置を動かすためのハンドパドル

を統合した新しいハンドパドルを製作し、操作性を向上させました。
野上�
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��� 飛騨天文台フレア監視望遠鏡のドーム自動回転装置の改良
太陽フレア監視望遠鏡 
#��は平成 �年度で飛騨天文台に設置されてい以来順調に動作し

ています。望遠鏡本体は、光電ガイダーの働きにより確実に太陽を追尾していますが、ドー
ム回転はタイマーを用いて行なっていたため、運転間隔・モーター動作時間の季節による調
整が不完全であった為に、時には太陽像にけりが生じていました。そこで、今より簡単でか
つ確度の高いドーム自動回転手法の検討をしました。その方法は光電スイッチを用いてドー
ムスリット端を検出し、ドームによる陰りが生じる前にドームを自動回転させるというもの
です。これにより、季節などによる調整の必要も無くドーム自動回転を行なう事ができるよ
うになりました。
仲谷�

��� 飛騨天文台計算機環境の整備
これまで飛騨天文台などの遠隔施設を含む京都大学内のネットワークは、全て大型計算機
センター 
現在は学術情報メディアセンターに改組されている�の��./�+..を通じて外部と
のやりとりを行ってきました。平成 ��年度よりセキュリティの向上を目的として、新しく立
ち上げられた��./�+...用のスイッチングハブ及びルーターが飛騨天文台にも配布されまし
たが、残念ながら遠隔施設の��./�+...接続は遅れるということで、しばらくは��./�+..

の管理の元に止めおかれるということになっています。
また平成 ��年度は �台の高性能パソコンを新たに購入しました。�台は、共同利用に供し、
同時に #�のデータの ���への焼付の役割を担っていた計算機が壊れたため、これの代
替機としました。�台は��の運用の �部を担当していた計算機の故障のため、これの代替
機にあてました。残り �台は、平成 ��年度に採用された飛騨天文台の機関研究員 �名が主
に利用する計算機として運用を開始しました。
ソフトウェアでは、.�0の需要増に対応して、.�0 ��� (���%��� "��!�1% 
�� �&�2�を購
入し運用を開始しました。
野上�

��� 花山天文台ザートリウス������太陽全面像観測ソフトの整備
花山天文台ではザートリウス製 ����望遠鏡に ��33%社の 04 2フィルターと � ��!社の

���カメラを取り付けて、太陽�+�3�$�単色像のルーチン観測を行っています。これまでは
太陽部分像の観測を行なっていましたが、昨年度に行なった太陽全面撮像光学系の完成によ
り全面像での観測が可能となりました。そこで観測用 ���を従来の �� 	�� � �� ���ピクセ
ルのものから� ��!社のメガプラス ���� 
�� ���� �� ����へと変更し、それにあわせて全面
像観測用���制御ソフトウエァを開発しました。開発は飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡
���撮像観測ソフトを基にして 5��,��3 �66で行ないました。通常の観測用として、一定
時間に一枚最もシーイングの良かった画像を全面像として保存するモードを、フレア観測用
として、領域を限定して時間分解能を最高にして撮像するモードとを設計しました。全面像
観測となったことにより、定常観測からフレアモードへの移行がこれまでより迅速になり、
ザートリウス太陽望遠鏡による太陽フレア観測がより効率良く行われるようになりました。


石井�
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��� 花山天文台��	
望遠鏡観測用新リフトの導入

新リフト 
屋内式高所作業車�について
納入日 　7 平成 ��年 �月 ��日
メーカー 7 株式会社タダノ
型式 　　7 ("+��+�
積載荷重 7 ���!1

地上最大高さ 7 ��

����ドームには既存の高所作業車がありましたが大きくて機動性に欠けること、又かな
り古くなった為、新たに高所作業車を導入しました。新作業車は、取扱いが容易で小さく機
動性に富んでいる為 ����望遠鏡がより扱いやすくなりました。また、望遠鏡のメンテナン
スや清掃も容易に行うことが出来るようになりました。

クレーンによるドームスリットからの搬入 
左� � 稼働状況 
右�


磯田�

��� 花山天文台��	
望遠鏡駆動系の改良

����屈折望遠鏡の観測焦点は床上約 ��の望遠鏡先端近くにあり、赤経・赤緯のクランプ
及び微動操作は全てその位置のみから行なうようになっていたので、星を一人で望遠鏡の視
野に導入するのは容易ではありませんでした。この操作性を改善する為に、赤緯クランプ及
び微動をモーター駆動とし、又、赤経クランプの手動シャフトを延長して、星の導入操作を
望遠鏡筒下から行なえる様に改修しました。
黒河�

	



��� 花山天文台の計算機ネットワークの整備

平成 ��年度には以下の整備を行いました。

� 計算機室大部屋の改装
使われていない電源装置の撤去、空調設備の更新をしました。その結果、以前に比べ
て部屋は広くなりました。

� サーバホストの 8� アップデート
サーバ計算機である !���,�、!���,�において、それまでの,�� 0�&,9 ���を、その時
点で安定していた ,�� 0�&,9 �%��%� 	��へアップデートしました。

� 管理マニュアルの作成
8�アップデートをするにあたり調べた設定、ノウハウなどを管理マニュアルにまとめ
ました。

� / �フレッツの導入
データダウンロードの高速化を主な目的として、年度末に/ �フレッツ 
公称最大
��������を導入しました。

� 花山天文台 0(/ のプライベートネットワーク化
セキュリティレベル向上のため、花山天文台0(/にファイアウォールホストを設置し、
外部から 0(/内の端末への直接攻撃をできないようにしました。


殿岡�

�



� 研究活動

��� 太陽系物理学分野

惑星・衛星・彗星の大気構造及び地殻構造の観測的研究、太陽系天体の起源と進化の研究、
惑星表面現象の変化の観測に基づく惑星気候の長期変動の研究、天体観測法及び観測装置・
システムの開発等の研究が行われています。��年度には主として次のようなテーマについて
の研究が行われました 
���研究成果報告 参照�。 　

� 火星大気の大循環と季節変化の研究

� 火星表面の雲、砂嵐発生のメカニズムの研究

� 火星極冠の形成縮退の年変化の観測と長期気候変動の研究

� 木星の大気構造の研究


赤羽�

��� 太陽物理学分野

太陽はその外層大気の基本的構造を具体的に観測して解析できる唯一の恒星です。星の内
部で再生産され捻られた天体磁場が、表面に浮上して引き起こす様々な磁気プラズマ活動現
象を、具体的に解析できる唯一の天体です。このことから太陽は宇宙プラズマの実験室と呼
ばれています。又その太陽活動の変化は、今後益々盛んになる人類の宇宙活動をはじめとし
た、近代文明に大きな影響を与えますので、そのメカニズムの解明が急がれています。この
ような観点から、飛騨天文台のドームレス太陽望遠鏡及び太陽フレア監視鏡と、花山天文台
の ����屈折太陽フレア望遠鏡等による観測を中心として、太陽表面爆発現象のエネルギー
蓄積解放機構の研究をはじめ、次のようなテーマについて研究が行われ、多くの成果を挙げ
ています 
���研究成果報告 参照�。特に ��年度末には、補正予算で太陽活動総合観測シス
テムの設置が決定した為、その四連望遠鏡部、塔体部、��線及びベクトル磁場太陽全面像
撮影レンズ系、リオフィルター、���カメラ撮像系等の詳細設計を行ないました。

� 太陽外層大気 
光球、彩層、遷移領域、コロナ�の微細構造の研究

� 粒状斑パターンの連続追尾による、太陽光球速度場の研究

� 太陽活動領域の構造と進化の研究

� 太陽活動現象 
黒点、紅炎、フレア�の構造と発生機構の研究

� 双極磁場領域の浮上と再結合過程及びそれに伴う活動現象の研究

� 磁気シアー構造の発達過程と太陽面爆発のエネルギー蓄積解放機構の研究

� 太陽コロナループの熱力学構造と加熱機構の研究


黒河�

�



��� 太陽宇宙プラズマ物理学分野

本分野では、太陽プラズマ活動現象の観測的・理論的研究とともに、太陽活動現象に類似
の宇宙プラズマ活動現象 
恒星フレア、宇宙ジェットなど�の理論的研究が行なわれています。
わが国得意のスペース:線観測 
ようこう�、地上高分解可視光観測 
飛騨天文台�による太
陽研究で発見された様々な法則を、スーパーコンピュータや理論を用いて天体フレアや宇宙
ジェットに応用することにより、大きな成果があげられています。太陽宇宙プラズマ物理グ
ループでは、����年度に次のような研究がなされました 
���研究成果報告 参照�。

�� 太陽活動現象の観測的研究


�� モートン波

�� フレアにともなうプラズマ噴出

�� ����年 �月 ��日のフレア

�� フレアの飛騨��観測データ解析

%� フレアの電波観測データ解析

;� フレアの軟:線データ解析

1� ��<の観測データ解析

$� フレアの=<8(.0観測

�� 太陽活動現象の理論的研究


�� コロナ加熱

�� 磁気リコネクションとフレア

�� モートン波とコロナ質量放出

�� 天体活動現象の理論的研究


�� 恒星フレアと原始星フレア

��ブラックホール周辺の電磁流体力学

�� 宇宙ジェット

��ガンマ線バースト


柴田�

�



��� 研究トピックス

��� ����年火星観測� 主な現象

����年の火星観測は大シルチス 
�4�2�� ��> ��のブルークリアリング 
�3,% �3%���&1�の検
証、南極冠の大きさと後退速度の測定、赤道地方を取り巻く雲帯の末期の状態、北極雲の発
生から安定するまでの状態の追跡を目的として行われました。
赤道雲帯については中串孝
志氏の記事を参照して下さい�。観測結果として、����年の火星は例年と比較して異常気象
であったといえます。それは次の点から推測されます。
�� 異常に早い時期に大黄雲が発生
しました。過去の記録によりますと大黄雲は南半球の仲春以降に発生していますが、����年
では早春に発生しました 
火星から見た太陽黄経 0�-����。�週間ほどで火星のほぼ全域が
黄雲でおおわれ、明暗模様の見えない状態が �ヶ月間続きました。
�� 南極冠は小さめであ
りました。晩冬に南極冠を確認でき 
0�-����、その時の極冠の縁は南緯 	�度付近にありま
した。例年ですと南緯 ��度付近にありますから、南極冠はやや小さかったといえます。南
極冠は 0�-���頃までほぼ同じ大きさを保っていました。その後は大黄雲のために見えなく
なってしまい、貴重な観測好機を失ってしまいました。
�� 北極雲は例年通り北半球の晩夏
に発生しましたが、不安定な状態が長く続きました。通常は秋分頃から安定するのですが、
����年では 0�-���頃から安定し本来の北極雲になりました。
����年の観測のメインテーマは大シルチスのブルークリアリングでした。ブルークリアリ

ングの主な原因として ����年の飛騨天文台の観測から、低緯度帯の雲の影響と衝効果とが
提案されています。衝効果は地面の反射の仕方によるもので、位相角が小さくなる衝付近で
地面の明るさが急に増加し、衝でピークになる現象です。火星では可視光線の全波長で衝効
果がみられます。しかも明るい地域の方が暗い地域よりも衝効果が大きくなっています。即
ち、衝付近では明暗のコントラストが大きくなり、大シルチスなどの暗い模様が見えやすく
なります。通常、青色光では火星地面の反射能は何処でもほぼ一様で、明暗模様は目立たな
いのですが、衝付近ではそれが目立つようになります。過去の記録によりますと、毎回衝付
近でブルークリアリングが見られるとは限りません。観測年あるいは火星の季節によっては
衝効果を打ち消すような作用がおこるのかもしれません。����年では火星北半球の秋分直前
に衝となりました。この時期は火星大気中のダストが最も少なく且つ雲も少なくなりますか
ら、衝効果の検証には適していました。下の図は青色光で撮影した火星で、いずれも大シル
チスがほぼ中央子午線 
���付近にきています。左側の写真は衝１ヶ月前の位相角 
(�が大
きい時 
��度�に撮影されたもの、中央の写真は衝直後 
(-��に、また右側の写真は衝から
１ヶ月半後 
(-���に撮影されたものです。ブルークリアリングが衝効果のみで起こるので
したら、位相角が大きい時には大シルチスは見えないはずですが、左側の写真には大シルチ
スが見えています。これは赤道地方の雲帯が残っていて、その影響によるものと思われます。
右側の写真では大シルチスを認識することができません。中央の写真では大シルチスをはじ
め地面の暗い模様を同定することができます。����年の衝付近では観測日ごとにブルークリ
アリングを確認できましたから、衝効果はブルークリアリングの一因であるといえます。

��



ブルークリアリング。左7 �月 �日 
(-��? ��-����、中央7 	月 ��日 
(-�? ��-����、右7

�月 ��日 
(-��?��-����。上が南。


赤羽 徳英 記�

��� 火星北半球夏季に発生する低緯度氷晶雲帯の衰退期の振る舞いについて
の研究

図 �� 低緯度に発生した氷晶雲 
アラ
ビア地方�の光学的厚さ。

惑星気候学および気象学的に見て、火星の北半球夏
季に最も特徴的な現象は、低緯度帯を覆う雲の帯 
低
緯度氷晶雲帯�です。
火星と地球の会合周期は約 �年 �ヶ月なので、火星観
測も �年おきに行われますが、私たちは、この低緯度
氷晶雲帯をテーマにした観測を ����年、����年、並
びに ����年に、飛騨天文台 	���屈折望遠鏡、アリゾ
ナ大学附属 �2%@���天文台�2���1%3 @基地の 	�イン
チ反射望遠鏡、同じく�2�0%�� &基地の 	�インチ反
射望遠鏡を用いて行い、雲帯の盛衰の様子を研究して
きました。
今回報告する研究成果は、未だかつて大々的に扱わ

れたことのない、この低緯度氷晶雲帯の衰退期の様子
を明らかにしたものです。
私たちは、����年の北半球秋分付近 
0�-����、0�

は季節を表す火心太陽黄経で、0�-��が北半球春分、���が夏至�に於ける氷晶雲の光学的厚
さの日変化を独自の解析手法により導き、その値として � � ��� 
 	 � ����'(� を得ました

図 ��。このような季節 
北半球秋分付近�に於いてこの厚さの雲帯が存在することは稀であ
り、私たちは、このあと起こった惑星規模の大砂嵐と何らかの関係があるのではないかと指
摘しました。
この雲帯は、低緯度に於ける大気大循環 
ハドレー循環� の様子を体現していると言われ
ています。そこで、雲帯の緯度方向の存在範囲と季節 
特に消失の時期�との関係を調べたと
ころ、その範囲は、南限についてはやや規模の増大も見られるものの、少なくともその最小
規模、および北限については、消失の直前まで、おおむね季節には無関係でした 
図 ��。こ

��



のことから、北半球夏季に於ける、低緯度のハドレー循環は、秋季という遷移期を迎える直
前までその規模を変えないという結論を得ました。

図 �� 低緯度氷晶雲帯の南北限界緯度の季節変化。

図 �� ����年 �月 ��日の画像 
撮像時刻は左から右へと進む�。青色フィルターを通してお
り、氷晶雲と極冠が白く見える。赤道付近に「ちぎれた雲」と雲帯が見られる。

衰退期の様子をより具体的に調べるために、����年の観測データを詳細に検討したとこ
ろ、雲帯は、最盛期を過ぎ衰退期に入っていく頃 
時期は 0������+����、即ち夏至を過ぎた
頃�に、低緯度帯を半周する程度の大規模な雲のバンドと、いくつかの中規模な雲の塊に分
裂してしまうことがわかりました 
図 ��。私たちは、この「雲帯の分裂」が、赤道をまたい
で存在するハドレー循環の局在化を示唆しているのではないか、と結論づけました。


中串 孝志 記�

��



��� 大フレア発生直前に発見された温度最低層の加熱現象

強い太陽フレアでは、強い放射線や大量のプラズマが惑星間空間に放出されて、大きな津
波のように地球に押し寄せるので、地球や人工衛星の電気・情報通信システムが破壊された
り、宇宙飛行士が被爆したりする危険性があります。従って、これらの被害を最小限に食い
止める為に、強い太陽フレアの発生を予測する研究が重要と考えられています。
����年 	月 	日の大フレアの発生 
図 ��に先立って、その �時間前から光球と彩層の予熱
現象が起こっていたことが今回の研究ではじめて明らかになりました。フレアエネルギの解
放は太陽コロナ中で起こるので、光球フレアや彩層フレアの増光は、そのエネルギーが伝播
して生ずる二次的なものと、これまでは考えられていましたが、それに反して、彩層底部か
ら温度最低層のフレアがコロナのフレアに先立って起こっていることが今回はじめて発見さ
れました。これは大フレアの予測にもつながるものと考えています。
図 �はA(�<衛星で得られた極紫外線像です。左側の �	�� '(
温度最低層�で見られる強
い増光は右側の ��� '(コロナ像では見えません。これはコロナのフレアの前に、その下で、
既にエネルギー解放が起こっていることを示しています。図 �左側の�� � ���� '(像 
温度
最低層�では、�	�� '(像と同じ場所に増光が見られますが、右側の��中心像 
彩層上部�で
は、その中心部分には未だフレアは起こっていません。実際にこれらの場所の明るさの時間
変化を測定したのが図 �です。矢印で示している大フレアの発生の約 �時間前から強い増光
が始まっていることがはっきりと判ります。


黒河 宏企 記�

��



��� 太陽フレアとガンマ線バースト

ガンマ線バーストとは、わずか数秒ー数分の間に、地球の大気に影響を与えるくらいの強
力なガンマ線を放出している宇宙最大の爆発現象である。ガンマ線バーストのフラックスの
時間変化を見た太陽の研究者は、それが太陽フレアのものか、ガンマ線バーストのものかを
区別できないという。それくらいガンマ線バーストは一見太陽フレアに良く似ている。果た
してこれは共通の物理を示すものなのか、それとも単に見かけの類似性に過ぎないのだろ
うか？
ガンマ線バーストは ����年代に発見されて以来、発生場所や距離さえ良くわからない謎
の天体であった。ところが、近年の観測技術の発展により、その驚くべき正体が判明してき
た。その特徴をまとめると、次のようになる。

�� 宇宙論的距離にある。これは解放されたエネルギーが膨大であることを意味し、もし
等方的爆発ならば、全エネルギーは ��の ��乗エルグにもなる。

�� エネルギースペクトルのピークはガンマ線領域（���+� �%5�にあり、スペクトルは非
熱的シンクロトロン放射であることを示す。

�� ガンマ線を発しているガスはローレンツ因子 ���程度の超相対論的速度で運動してい
る。さらにガスはジェット状に細く絞られているという証拠が発見された。これを考慮
すると、全エネルギーは ��の ��乗程度になり、連星コンパクト星の合体か、超新星
爆発でエネルギーが説明可能となる。

多くの性質は活動銀河核から噴出するジェットの性質と類似しており、宇宙ジェットに対
して発展させられてきた電磁流体ジェットモデルの適用が議論されている。
そのため、ガン
マ線バーストについては全くの素人の私でさえ、国内はおろか国外のガンマ線バースト会議
にも招待されるようになった。�一方、ジェットの足元にある降着円盤では激しい時間変動が
観測されており、太陽:線の時間変動との類似性が知られている 
�%& %2 �3� �����。また、
近年の降着円盤の電磁流体シミュレーションの発展により、これらがフレア類似の磁気リコ
ネクション過程と関係している可能性も理論的に指摘されている 
��@�1,�$� %2 �3� �����。
興味深いことに、ガンマ線バーストの時間変動は:線連星系降着円盤の時間変動と良く似て
いる。また、近接連星系ジェット・フレアや原始星ジェット・フレアの観測の進展によって、
ジェットとフレアは密接に関連しているらしいことも判明してきた 
��4��$� %2 �3� ���	�。

以上を総合すると、ガンマ線バーストと太陽フレアの見かけの類似性は、単なる偶然では
なさそうである。ただし両者には明確な違いもある。太陽フレアには特徴的なエネルギーや
寿命というのはないが 
分布はべき型�、ガンマ線バーストにはある 
分布は 3 1+& ���3�。こ
の違いは何だろうか？ 　

��



私の考えはこうである 
柴田ら �����。太陽フレアは太陽表面で発生している現象である

つまり:線やガンマ線は太陽表面で発生している�のに対し、ガンマ線バーストのガンマ線
は中心エンジン 
ブラックホール／中性子星＋降着円盤？�から出ているのではなく、ジェッ
トから出ていると考えられている。両者を直接比較するのは適切ではない。ガンマ線バース
トと比較すべきは、フレアから放出された物、すなわち、コロナ質量放出である。太陽フレ
アの場合、小さなフレアは数限りなく発生しているが、コロナ質量放出に付随しているフレ
アは空間的に大きなサイズのものが多い。実際に、われわれ自身でもコロナ質量放出のデー
タの解析を進めたところ、コロナ質量放出に付随するフレアの:線強度分布や速度分布にガ
ンマ線バーストに見られるような 3 1+& ���3分布が見つかった 
青木ら、�����。フレアから
放出された磁気プラズマが首尾よくそのままの形で惑星間空間に到達するには、ある程度の
サイズやエネルギーが必要である。これが特徴的なエネルギーや寿命を作っているのではな
いか。ガンマ線バーストでも類似の過程が中心エンジンのところで起きているのではなかろ
うか。

参考文献
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左�ガンマ線バーストの光度曲線 
右� 太陽フレアの光度曲線
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��� 画像補償光学実験

大気乱れによる観測波面の乱れをとらえ、それを補償する補償光学実験を継続しています。
波面乱れをとらえる手法は、マイクロレンズを用いたシャックハルトマン波面検出法です。
望遠鏡の瞳像をマイクロレンズによって分割して、各部分ごとに結像すると、図 �のように
主鏡を分割したサブアパーチュアごとに作られる像が多数できます。このサブアパーチュア
像の相互の位置ずれが、各サブアパーチュアでの波面の傾きを示します。また、このことか
ら、観測時の画像の乱れの程度をあらわす "�#関数を求めることができます。今回の実験
では、ビームスプリッターを用いて、画像撮像と波面乱れ検出データ取得を同時に行い、求
まった"�#関数を用いて、観測画像を補正することを行いました。画像補正法は、複数のも
のを用いましたが、いずれの場合も元々の観測画像では判然としない小さな模様が復元でき
ていることが分かりました 
図 ��。なお、この実験は、北海道大学の馬場教授のグループと
共同で行いました。

図 �� 波面乱れを検出する ��B#�画像

図 �� "�#補正の効果
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��� 飛騨マグネトグラフの改良とそれによる観測

飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡に付設の、太陽光球表面の磁場ベクトルを測定する「マ
グネトグラフ」においては、��年度も引き続き下記の �点を主要課題として開発を進めて来
ました。

�� 光学素子、モータ、カメラ、コントローラなどのハードの連動・自動化、高速化

�� 光学系による偏光の擾乱分のより精密な把握とその補正

�� 観測された偏光データ 
�2 !%� "����%2%��から磁場ベクトルへの .&�%��� & �%2$ �の
開発
特に今年度は、課題 
��において、望遠鏡光路中の �枚の平面鏡の屈折率、吸収係数、コー

ティングの特質、による太陽光中の偏光に変化を及ぼす成分を、高精度の観測によって検出
する事に成功し、その影響を補正するためのパラメータを導出するに至りました。さらに、
課題 
��において、本来 ���ガウス程度までの弱い磁場に適応可能と言われている近似式を
帰納法的に発展させ、ある条件の下で、����ガウス程度までの磁場を精度良く再現させるこ
とが可能な方法を開発しました。これらの結果、それまで �2 !%� "����%2%�に乗っていると
思われたエラーが格段に減少し、より精度良く磁場ベクトルの各成分の大きさが算出できる
ようになってきました 
下の図は、磁場ベクトルの各成分の算出結果の例�。これらの結果は
日本天文学会秋季年会 
於姫路市�やワークショップ「偏光による太陽プラズマ診断」
於国
立天文台三鷹�などにおいても発表を行なってきています。そして、これらの成果を発揮す
べく、今年度も �月から �月に掛けて国立天文台乗鞍コロナ観測所との磁場偏光協同観測を
実施しました。この協同観測の目的や得られたデータについてのレポートは、
���節の『飛
騨・乗鞍協同観測』のページを御参照下さい。 　　　　
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��� 矮新星�� ���の ��年ぶりのスーパーアウトバースト

白色矮星 
主星�と晩期型主系列星 
伴星�からなる近接連星系で、ロッシュローブを満た
した伴星から表面のガスが流れ込み降着円盤が作られているものを、激変星といいます。激
変星の中でも主として降着円盤起原のはげしい変動現象を起こすものを矮新星と言います。
この矮新星の中で、軌道周期が ��分程度と非常に短く、��年以上の非常に長い間隔で 	等
以上の大きなアウトバーストを起こす一群の天体があり、BC �1%型矮新星と呼ばれていま
す。観測的にも理論的にも、こうした特異な挙動は大きな注目を集めています。
BC �1%自身は普段は ����等程度の星ですが、�等に達するアウトバーストが ����? ���	?

����年に観測されており、��年周期で次回は ����年あたりと予想されていました。しかし
その予想より ��年も早い ����年 �月 ��日に、岐阜県の大島誠人さんが ���等に増光してい
ることを発見し、国際変光星ネットワーク5�/<に報告されました。この報告を受けて世
界中で観測がなされましたが、我々もイタリア・アジアゴ天文台の飯島孝さんと協力し、報
告のあった日の夜から分光観測を開始しました 
図 ��。
このアウトバーストの極初期に撮られたスペクトルの一部を図 �に示します。静穏期では
白色矮星起原の非常に幅の広い吸収線に、降着円盤起原の強いダブルピークの吸収線が乗っ
かった形をしている��3�%�線が、鋭く強い吸収線となっているのがわかります。これは降
着円盤が光学的に厚い状態に変化していることを示します。また�%��や ����)/���の高励起
輝線が強く出ており、さらに図には出ていませんが、��� ����)����の輝線も観測されまし
た。特に後者は矮新星では史上初めて観測された輝線で、よりエネルギーの高い:線連星の
増光時などに見られる輝線です。これらから増光初期の降着円盤が他の矮新星では実現され
ない程の高温になっていることがわかります。�%��はダブルピークの輝線ですが、このピー
クの間隔がアウトバーストが進むとともに広がっていきましたが、これは高温領域が徐々に
降着円盤の内側に集中してきている直接の証拠です。このように矮新星の増光機構に大きな
情報をもたらす、スペクトルの時間変化の解析を進めています。

図 �
左�� アウトバースト全体の光度曲線。増光開始後約 ��日はゆっくりした減光が続き、
その後一度数日暗くなったが、また増光して約 �週間後からゆっ くりと減光していきまし
た。矢印のついているところが分光観測を行った日です。図 �
右�� 増光初期の規格化した可
視光スペクトル。��3�%�吸収線と�%��や ����)/���の高励起輝線がわかります。
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��� モートン波と���波のメカニズム

コロナ質量放出 
��<�とは、コロナ中の物質が惑星間空間に放出される現象のことで、
それに伴い、浮上磁場、フィラメント噴出、フレア、..型電波バースト、モートン波、<.

波などのダイナミックな現象が多く観測されています。モートン波とは、��線で彩層を観
測した時にフレアに伴って発生する波動現象のことで、コロナ中を伝搬する磁気流体衝撃波
の彩層との交点を見ていると考えられています。一方<.波とは、フレアや��<に伴って
コロナ中を波動のような構造が伝搬する現象で、太陽観測衛星 �8�8の <.
極紫外線望遠
鏡�という装置で発見されました。<.波はモートン波と同じ衝撃波のコロナ部分を見てい
るとする解釈がありますが、その速度は一般にモートン波の �)�から �)�程度であり、二つ
の波が同じ現象であるかどうかすらよく分かっていません。本研究では、��<に伴う波動
現象の数値シミュレーションを行い、モートン波と <.波の発生メカニズムを調べました。
数値シミュレーションの結果から、��<の噴出に伴い、��<の前面に衝撃波が形成され
ることが分かりました。衝撃波面は彩層と交わるところで彩層を擾乱し、その速度はファー
ストモードの磁気音速よりも少し大きい程度となっています。これがモートン波として��で
観測されていると考えられます。左図は、彩層付近の密度変化を表しています。�点が ��<

の発生位置で、
 - �付近から高速で伝わる擾乱がモートン波に相当します。またモートン
波の後方 
左側�に、モートン波の �)�程の速度で伝わる構造が見えます。この構造は前面の
密度の高い領域と、その背後の密度の低い領域からなり、観測されている<.波の構造とも
よく似ていることから、この構造が <.波に相当すると考えられます。この構造の伝播は本
当の意味の「波動」ではなく、みかけ上密度の変化が伝播しているものです。つまり、��<

の上昇にともなって磁力線が次々と開いた構造になり、その擾乱が ��<上部から磁力線を
伝わって足もとまで伝播した結果、彩層付近の密度の変化が外側に広がって見えているもの
です 
右図参照�。��<上部から足もとまで擾乱が伝播するのに時間がかかるため、<.波
の速度はモートン波より遅くなっています。

B
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DC D C C D
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A
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A

図 �� 左：彩層付近での密度分布の変化。時間ごとにに上側にずらしてプロットしてある。
右：�点から �点に伝わる <.波の概念図。
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��� 多波長観測による浮上磁場と太陽フレア等増光現象との関連の研究

この研究では、地上望遠鏡である 0� "�3��の �5�
�@%���$ %3%�� �%�や宇宙空間で観
測している D $! $衛星、�8�8衛星 
� 3�� �&� �%3� ��$%��� 8��%���2 �4�から得られる、
多波長で高分解能である画像と分光されたデータを解析しました。今年の夏には、�8�8衛
星と京都大学飛騨天文台の共同観測を行ないました。
私達は、時間、空間共に分解能がとても大きなデータを使い、捻れた浮上磁束管と小さな

2@ +���� & ��フレアの因果関係について研究をしました。図 �の左図では �5�によって
観測された可視光 
=+��&��での浮上磁場領域を示しています。図上には、2��% �3��%の線が
重ねてあります。空間分解能はこの種の研究としては、ほとんど最大に近い値です。
����

����%���中図では、この線に沿った領域の変化の過程を示しています。:軸は線に沿った方
向、D軸は時間を表しています。右側の濃い黒点が明らかに左側の黒点の方向へ動いていま
す。通常、フレア時には浮上磁束管の足元は広がるので、この動きは風変わりです。このこ
とは、磁場が捻れて、かつ圧迫されていることを意味します。浮上磁束管とその上空にある
コロナ層の相互作用が、小さなフレアを引き起こしたのです。右図では、 ��の画像の中に
フレアの 2@ +���� &を見ることができます。2@ +���� &をつなぐダークフィラメントが磁力
線に沿って存在しています。その図上に、極紫外線 
白線�のデータ、:線 
点線�のデータを
重ねており、これらは、ポストフレアループからのコロナ放射を示しています。極紫外線の
外側の点線は浮上しながら捻れている構造の上空にある大きなループの脚を表しています。
しかし、一番強い極紫外線の放射は磁場が最も強い場所である右側の黒点から生じています。
このことは、一つではなく、二つのポストフレアループの脚を観測していることに起因して
いるのかも知れません。今回の観測結果は理論的な磁気リコネクションモデルの範囲内で説
明されます。

左図：浮上磁場領域に 2��% �3��%を重ねた=+��&�の画像。中図：2��% �3��%に沿った領域の
時間発展。右図：�8�8)<.
白線�と D $! $)�:
点線�のデータを重ねた � �の画像。
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���� 今太陽活動周期に大フレアを起こした黒点群

太陽の活動は、��年の周期で活発になったり静穏になったりを繰り返します。昨年度は太
陽活動が活発な時期で、���	年から始まった第 ��太陽活動周期の極大期にあたりました。
この時期には、フレアと呼ばれる急激な増光を伴う太陽面爆発現象が頻繁に発生します。実
際、����年には、��回の大フレア 
:クラスフレア�を含めて合計 ����回のフレアの発生が
報告されています。そこで私たちは、今太陽活動周期に:クラスフレアを発生させた黒点群
についてその特徴を統計的に調べることにしました。:クラスというのは、:線の強度によ
るフレアの分類のうち最も大きなクラスです。ちなみに、クラスが一つ違うと強度は ��倍
異なり、大きな順に、:クラス 
大規模�、�クラス 
中規模�、�クラス 
小規模�と分類され
ます。
����年 �月から ����年 ��月までの �年間に出現した黒点群は ����個あり、そのうち少

なくとも �回は :クラスフレアを発生させたものは ��個 
全体の ���E�でした。これらの
黒点群について、太陽観測衛星 �8�8の磁場観測装置のデータやA(�<衛星の可視光像・
ドームレス太陽望遠鏡の��線像を用いて発達過程 
黒点の出現・運動・崩壊など�とフレア
活動との関連をしらべました。その結果、:クラスフレアを発生させた黒点群では、下の図
に示したような黒点の出現と回転運動がみられることがわかりました。黒点の回転運動は捻
れた磁場の出現に関連すると思われ、大フレアのエネルギーは磁場の捻れに蓄えられていた
のではないかと考えています。

:クラスフレアを �回発生させた黒点群でみられた回転運動
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���� ���衝突現象と複雑な地磁気擾乱の関係について

� � &�3 ���� <>%�2� &
以下 ��<�とはフレアやプロミネンス噴出などの活動現象を伴っ
て、太陽の外層大気が惑星間空間へ放出される現象をいいます。��<の発生とともに :線
や高エネルギー粒子などが生成されるため、地磁気の擾乱やオーロラ活動として地球環境に
も大いに影響を与えます。しかし観測データが太陽及び地球近傍に限られていることから、
惑星間空間中の物理状態や、��<と惑星間空間擾乱 
.��<�の内部構造の対応などは未だ
に特定されていません。
最近、速度の異なる複数の��<が太陽近傍で衝突し、��<の形状が変化する現象が報告
されました 
= ��3�@��4 %2 �3� �����。そのなかでも ����年 	月 	日に発生した ��<衝突
現象は非常に興味深く、約 ��� !� ���の低速��<�に後から約 ���!� ���の高速��<�が
衝突する様子が �8�8衛星の 0(��8)��望遠鏡によって観測されています 
図 �参照�。こ
の ��<衝突現象に関連する .��<は約 �日後に (�<衛星によって観測され、その擾乱中
には特徴的な �つの高密度領域 
."��が存在していました 
図 ��参照�。そこで��<の発生
源である活動領域を調べると、��<�はフレア(によるプロミネンスの噴出 
<"��、��<�

はフレア �に関連していることが解りました。しかしそれ以外にもフレア �の約 �時間前
に発生したフレア �により、<"�と構造が似ているプロミネンス噴出 
<"��が存在してい
たこと、�8�8衛星の<.望遠鏡の観測から、0(��8)��の観測領域以前に <"�と��<�

が衝突していることが解りました。つまり一連の衝突現象には、�つの低速プロミネンス噴
出と高速の��<が関与していました。
上記の観測結果から太陽近傍での物理量を求め、それをもとに ��<衝突現象の一次元

���シミュレーションを行い、(�<衛星の観測データと比較しました。その結果は大局的
に見て同様の時間的変化をしていることから、(�<衛星のデータに見られた �つの高密度
領域は��<�に先行する �つのプロミネンス物質であると推測できました 
図 �参照�。今ま
で太陽近傍での構造を .��<中で対応できた報告は非常に少ないため、この研究は貴重な結
果となりました。さらに太陽近傍の初期条件のみを利用した簡単な一次元のシミュレーショ
ンが .��<の構造を表せることが解り、今後の理解を大いに深めることになりました。
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図 ����<衝突現象、図 ���惑星間空間擾乱、���シミュレーション
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���� 太陽フレアにおける速い磁気リコネクションと �次元構造

太陽フレアは、「速い磁気リコネクション」によって発生しています。そしてそのために
は、向きの違う磁力線どうしで作る「電流シート」が、太陽フレアの大きさ 
�万 !�以上�

に比べてはるかに薄く 
��位�なる必要があります。しかし「どのようにして電流シートが
充分に薄くなるのか」については、まだ分かっていません。そこで我々は、非常に高分解の
�次元電磁流体シミュレーションを行ない、電流シートが薄くなっていく様子を調べました。
本研究では、従来の研究と違い、充分に小さな計算グリッドを使うことで数値誤差の効果を
抑えることができました。その結果、電流シートは、�段階の「テアリング不安定性」
電気
抵抗の効果で電流シートが契れる現象�によって段階的に薄くなり、最終的に「速い磁気リ
コネクション」を起こすことが分かりました。実際の太陽では、数値シミュレーションとは
違って、� � �段階のテアリング不安定性を経ることで「速い磁気リコネクション」が起こ
ることが、理論的に求められます。また太陽の磁気エネルギーは、太陽フレア中に繰り返し
発生する高温のガスの塊の動くことによって解放されることも分かりました。さらに同様の
シミュレーションを �次元で行なったところ、�次元方向に新たな構造ができることが分か
りました。それは、太陽上空で発生する拘束のガスが太陽表面の磁気ループと衝突すること
で発生することで、作られます。この現象が、:線衛星で観測されている「磁気ループ振動」
や、インパルシブフレアの硬:線源である高エネルギー粒子の発生・閉じ込めの原因となっ
ている可能性があります。

図 �� 太陽フレアの一種である「インパルシブ・フレア」の様子の模式図。
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����  �!"�#�によるリコネクション

近年、磁気リコネクションは太陽フレアの発生やこれに伴う粒子加速、加熱機構に重要な
役割を果たしていることが徐々に明らかになって来ていますが、リコネクションにおけるプ
ラズマダイナミクスはまだ未解明の部分があります。
通常宇宙空間ではプラズマは磁場と共に動くという状況 
磁力線凍結�が成り立っていま
すが、リコネクションの起こる領域 
:+3�&%�では磁場が消失するため、磁力線の凍結が破ら
れ、非磁化プラズマの運動が重要になって来ると考えられます。地球の磁気圏においてはサ
ブストーム時に生じる磁気リコネクションの過程で実際にプラズマの磁力線凍結が破れる状
況が =% 2��3衛星により直接観測されており、その結果はリコネクションのダイナミクスの
解明につながると期待されています。
プラズマを構成するイオン 
主にプロトン�と電子ではその大きな質量比のために先にイ
オンのみの磁力線凍結が破れ、その相対運動からこの領域特有の電流が生じます。図 �は磁
気圏観測衛星=% 2��3で観測された、この領域での電流を示したものです。上図は磁気圏尾
部を横切る電流です。この領域では電子が磁気中性面から離れた両側で強い電流が流れてい
ることが明らかになりました。また下図は:+3�&%に出入りする電流の観測頻度を示したもの
です。プラズマシートの中央では:+3�&%に流れ込む電流が、境界付近では:+3�&%から出てい
く電流が観測されることが明らかになりました。理論的にリコネクション領域ではイオンの
み、先に磁力線凍結が破れるため、電子は磁力線とともに先に加速を受けて先に流れ出し、
:+3�&%向きの電流が生じます。そのために電荷の中性が崩れ、プラズマシート+ローブ境界付
近で電子が :+3�&%へと流れ込み、外向きの電流を作ります。このように電子が図 �で示すよ
うに電流のループ構造を作っていることが予測されていましたが、これが観測的に初めて定
量的に示されました。これらは強い��33電流の効果の存在を示唆し、この効果によりプラズ
マシート内側向きの電場を生じて上図での電子による電流を作ると考えられます。
このような電場の形成は一般化されたオームの法則、特にリコネクション電場の発生メカ
ニズムの解明、評価の上で重要であると考えられています。
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���� 局所相関追尾法によるラ・パルマ天文台観測画像の解析

太陽光球を可視光で観測すると、米粒のような構造が一面に見られます。その一つ一つが
太陽外層におけるガスの対流細胞であり、粒状斑と呼ばれています。また、粒状斑の背後に
は、さらに大きな背景対流構造が存在します。しかしながら、背景対流構造は、粒状斑と異
なり、はっきりした明暗構造を持たないため、光球画像を見ただけでは判別できません。
直接見ることのできない背景対流構造ですが、その流れに乗って、粒状斑が少しづつ移動

します。その動きを追跡することにより、背景対流構造を導き出すことができます。
図 �は、解析に用いた太陽光球の画像で、���万 !�四方の範囲を示しています。白い縁取
りで強調した黒い構造は小黒点ですが、小黒点以外の場所には粒状斑が一様に分布している
ことが分ります。

図 �� 太陽光球画像F小黒点と粒状斑 図 �� 背景対流構造と湧き出し構造

こうした画像を、局所相関追尾法という方法を用いて解析することにより得られた背景対
流構造が、図 �の矢印として表わされています。
また、図 �の濃淡模様の白い部分は、背景対流構造のうち、太陽内部からガスが湧き出し

ている部分を表わしています。こうして得られた背景対流構造と他の観測結果を比較するこ
とにより、磁場が太陽内部から湧き出している場所に、対流の湧き出し構造が存在すること
が分ってきました。
粒状斑はたいへん小さな構造のため、詳細に研究するためには大きな望遠鏡による精度の
高い観測が要求されます。今回は、スペインのラ・パルマ天文台で観測された太陽画像を用
いた解析結果を紹介しましたが、同様の研究を、飛騨天文台のドームレス太陽望遠鏡を用い
て行なっています。太陽面上での様々な活動現象の元となる磁場構造を理解する上で、大型
望遠鏡によるこうした研究は、今後ますます重要になってきています。
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���� フィラメント噴出の加速と宇宙天気予報学への応用

太陽ダークフィラメント噴出の三次元速度解析は、リムプロミネンスに比べて、周辺磁場
や他波長観測データとの比較が容易かつ正確に行なえ、��加速に対する周辺磁場や磁場以外
の力の影響 ��加速方向と周辺磁場強度分布との比較をすることが出来ます。これらの結果
はそのまま、地球に飛来する��<を予測する宇宙天気予報学に直接応用することが可能で
す。私達は、��中心波長及びウイングでも太陽全面像をパトロール撮像している飛騨天文
台フレア監視望遠鏡 
#��の特性を活かし、フィラメントの速度解析を行ない上記 �点の
課題の解明を目指しました。
まず、磁場の力の影響についてです。従来からフィラメントはその加速の大きさによって

�つの種類があると考えられていました。一つは、太陽のコロナ下部において非常に強い加
速を受け、数分程度で ���� !� ���程の速度をえるG����4 "� ��&%&�%G。もう一つは、緩や
かな加速を受けながら、数時間程度かけて同程度の速度を得るG<�,�2��% "� ��&%&�%Gです。
これらは、その加速の大きさや見え方があまりにも違うため、それぞれ違う現象と考えられ
ていました。しかし、私達が ��例のフィラメント消失現象の速度解析を行なったところ、こ
れらの加速は両極端に分かれているのではなく、中程度の加速を示すイベントが多く存在す
ること、また加速の時間スケールは、周辺光球磁場強度を用いて導出したアルフヴェン波伝
播時間スケールに良く一致することが分かりました。
磁場以外の力の影響としては、重力の影響が一番考えられています。磁場の力に比べて、
非常に小さいことは確かなのですが、自由落下運動の時間スケールよりも長い時間かけて加
速されるG<�,�2��% "� ��&%&�%Gタイプの噴出では、無視できないと考えられて来ました。
フィラメントは噴出時に、そのプラズマの一部ないし大部分が光球に落下することで質量を
失います。私達は、フィラメントが失う量を概算し、その結果、フィラメントがより多くの
量を失うと、加速が大きくなる傾向があることを突き止めました。
フィラメントの噴出方向ですが、フィラメントの速度解析から得られた噴出方向を周辺光
球磁場強度分布とを比較することにより、フィラメントは磁場の弱い方向へと噴出するとい
う結果を得ました。私達はこれを更に発展させ、光球磁場データだけを用いて、フィラメン
ト噴出方向を���度程の精度で予測するモデルを作ることに成功しました。
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���� ����年�月��日のフレア

フレア 
太陽表面爆発�が起こると、非熱的粒子がコロナ中で加速され彩層や光球を足元と
する閉じた磁気ループに注入されます。そしてこの磁気ループに沿って高速で伝搬し、やが
て磁気ループの足元で彩層に突入します。この彩層突入は、硬:線や電波だけでなく��線
でも輝点 
��カーネル�となって現われます。また、非熱的粒子の速度が非常に速くほぼ同
時に両足元で彩層突入が起こるため、同じ磁気ループによりつながれた �つの足元では非常
に良く似たライトカーブを示します。��線では硬:線、電波より高空間分解能での観測が
可能ですので、非熱的粒子の彩層突入の場所を特定するのに非常に有効です。
私達は、����年 �月 ��日に活動領域/8(( ����で発生した大規模なフレアを、京都大学
花山天文台ザートリウス望遠鏡を用い、��線で観測しました。この観測は��カーネルの場
所やその時間変化をターゲットにして行われ、通常より短い露出時間に調整されました。そ
のためフレア初期の��カーネルの時間変化といった、フレアリボンの内部構造を極めて詳
細に調べることができました。このフレアは、磁場極性の異なる細長い明部 
フレアリボン�

が �つ並んで現われる、典型的な 2@ +��� & H��%の構造をしていました。そしてこのフレア
リボン内には多数の��カーネルが見られました。私はフレアリボンを細かいメッシュに分
け、そのメッシュ毎のライトカーブを描き、�つのリボンのそれぞれから相関の高いポイン
トの組を選び出しました 
図 ��。更に、相関の高い各組について非熱的粒子の彩層突入の時
刻を調べました。個々のカーネルの像光、つまりライトカーブの立上りは、まさに非熱的粒
子の際層突入によるものと考えられます。この時刻とその組の位置を順に調べることで、い
つどこでエネルギー解放が起こったかを絞り込むことができました。

図 �� 左7 ザートリウス望遠鏡で観測されたフレアリボン、中7 フレアリボンを分割するメッ
シュ、濃いグレーは地場の極性が正、明るいグレーは負であることを示す、右7 相関の高い
組を線で結んだもの。
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���� 原始星フレアの数値シミュレーション

太陽フレアと同様の磁場による活動現象は、太陽だけでなく他の天体でも頻繁に起きてい
ることが知られています。他の天体のフレアのメカニズムを調べる際には? 多波長で詳細な
観測のある太陽フレアの理論モデルが基礎になり、一方、違う天体のフレアを調べることで、
太陽フレアの観測に基づいた理論モデルを検証したり、太陽では現れなかった新しい物理を
発見することができます。従って、太陽と他の天体の活動現象の研究は互いに相補的であり、
両者の協力は今後一層重要性を増すと考えられます。
現在フレアを起こす天体として知られているものには、低質量晩期型星、近接連星系、+

タウリ型星、原始星などがありますが、本研究では、特に生まれたばかりの星である原始星
に注目しました。原始星におけるフレア活動は、��年代に大きく進歩した人工衛星からの:

線観測で発見されました。原始星フレアは太陽フレアとよく似た光度曲線を示しますが、そ
の温度は太陽フレアの ��倍 
� �億度�、エネルギーは �����倍 
� ���� %�1�にもなることが
知られています。そのことから、原始星フレアは中心星と周囲の降着円盤をつなぐ巨大な磁
気ループで起きるというモデルが提唱されていますが、空間分解した観測のできない原始星
でそれを確かめるには、モデルから予測される:線光度曲線とスペクトルを数値シミュレー
ションによって求める必要があります。
太陽フレアの数値シミュレーションと観測の比較から、フレア時の:線放射には熱伝導と
彩層の蒸発によるプラズマの供給が重要であることが分かっています。本研究ではこの概念
を拡張して、降着円盤の蒸発によるプラズマの供給を考慮した流体数値シミュレーションを
行い、その結果をもとに:線衛星(��(で観測される:線スペクトルを計算しました。下図
にモデルの概念図と計算した:線スペクトルの例を示します。またシミュレーションから、
フレアの強さによっては降着円盤 
＝原始惑星系円盤�のフレアループにつながっている部分
が全て蒸発してしまうことを発見しました。このことは、星や惑星系の形成過程において磁
気フレアが重要な役割を果たしていることを示唆しています。

図 �� 左：中心星と降着円盤をつなぐ磁気ループのフレアの概念図。右：シミュレーション
結果を:線観測衛星(��(で観測した時に予想されるスペクトル
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���� コロナループの $�%&'�( ��&� 加熱

太陽コロナは数 ���万度にも達する高温プラズマで、光球に比べ �桁も高いこの高温を実
現する加熱のメカニズムが太陽物理学の大きな謎となっています。また、コロナは磁気圧優
勢のプラズマであることが知られているので、加熱は磁場と関連しているはずです。そこで
現在有力な考え方として、磁場を伝わる波動、(3;�I%& @��%によってエネルギーをコロナへ
運ぶ J(3;�I%& @��%説K、小さなフレア 
磁場のつなぎかえで起きるエネルギー解放現象�が頻
繁に起こることでコロナを加熱する J微小フレア説Kの �つがあります。
ところで、最近の研究、�,� $L�$���2�
�����によると、光球上のランダムな��!�)�の
運動が、光球からコロナへと抜ける磁束管の足下を捩じることで 2 ��� &�3 (3;�I%& @��%を発
生させれば、静穏コロナを加熱させるのに十分なエネルギーが(3;�I%& @��%によってコロナ
に伝えられることがわかりました。そこで今回、(3;�I%& @��%によるコロナ加熱を実現すべ
く、�,� $L�$���2�
�����と同様の手法を ��万 !�の浮上磁気ループに応用し、それに放
射冷却、熱伝導も加えた ���次元���シミュレーションを行いました。

その結果、初期に �万度であったプラズマを ���万度以上の温度ま
で加熱することに成功しました 
右図�。加熱の仕組みは、2 ��� &�3
(3;�I%& @��%
非圧縮の横波�の非線型効果によって圧縮波 
縦波�が
励起され、�$ �! @��%に成長し、その �$ �! $%�2�&1で加熱する
というもので、�$ �! @��%はループの両側から絶えず伝播して断
続的にプラズマを加熱し、それと熱伝導、放射冷却がつりあって
準定常状態が得られました。

さらに、このシミュレーション結果を A(�<の ���'(フィルターで観るとどのように観
測されるか計算すると、コロナループの頂上について、�$ �!による断続的な加熱を反映す
る激しい時間変動を示しました 
下左図�。これはまるで小さなフレアが頻発しているかのよ
うな振る舞いで、この増光の統計をとってみると、その規模と数とが、� @%�+3�@型の分布
を示し 
下右図�、まさにフレアが従っている頻度分布と同様のものです。
微小フレア説は現在、観測されるフレア全てを足し合わせてもコロナを加熱するエネル

ギーに足りないことから、さらに小さな、今の観測機器では見つからないくらいのフレアを
想定する段階にありますが、本研究によれば、将来そのようなフレアが観測されても、もは
や (3;�I%& @��% 加熱と区別することができないことになります。
今回、(3;�I%& @��% による加熱に成功しましたが、このモデルが正しいか判断するには、
次世代のさらなる高精度な観測 
� 3��+��による(3;�I%& @��%の直接検出等が待たれます。
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���� フレアに伴う衝撃波 )モートン波と���波と*線波)

太陽フレアの発生初期を��ムービーで詳しく見
ると、稀に太陽面を伝わる波 
図 ��が見えます。こ
の波はフレア発生場所から指向性を持って、秒速
����!�)�程度で伝播します。これは発見者の名前
をとってモートン波 
� �%2 & @��%�と呼ばれてい
ます。図 �はフレアによって生じた電磁流体衝撃波
が伝わっていく様子を示したモデル図です。モー
トン波の正体は、フレアに伴う衝撃波が彩層 
太陽
面�と交わったところ 
図 �の黒印�と考えられてい
ます。しかし、発生メカニズムは、フレアに関係
するという以外、はっきりと分っていません。

100,000 km

(a) 04:36:01 (b) 04:37:01 (c) 04:38:01

(d) 04:39:01 (e) 04:40:01 (f) 04:41:01

図 �� モートン波 ����)��)��

図 �� フレアに伴う衝撃波のモデル

(g) 05:02:19 (h) 05:19:04

図 �� <.波 ����)��)��

近年、�8�8衛星搭載の紫外線望遠鏡 
<.�は、コロナ中を伝わる波を発見しました。
図
�� この波は <.波 
<. @��%�と呼ばれ、モートン波の紫外線版だろうと考えられました。
しかし最近の研究で、<.波には「モートン波の紫外線版」と「モートン波とは別種の波 
伝
播速度がモートン波の �分の �程度�」の �種類があることが分かってきました。

そして最近、ようこう衛星搭載の軟:線望遠
鏡 
�:�でも、コロナ中を伝わる波が見つかり
ました。
図 ��この:線波 
:+��4 @��%�はモー
トン波と同時観測されていて、伝播方向・伝播
速度においてモートン波と共通の性質を持って
いることが分かりました。さらに、観測と電磁
流体力学の理論を用いて、:線波が電磁流体衝
撃波であることが確認されました。これらの結
果は、:線波がモートン波の :線版 
図 �の白
印�であることを示唆しています。

100,000 km

(g) 04:35:26 (h) 04:36:14 (i) 04:37:00 (j) 04:37:48

図 �� :線波 ����)��)��

これら太陽フレアに伴う衝撃波は、惑星間空間を伝播し地球磁気圏へ影響を与えるため、
宇宙天気の観点からも重要な研究対象です。


成影 典之 記�
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���� 飛騨・乗鞍協同観測

太陽表面では、さまざまな活動現象が見られます。例えば、太陽表面での爆発現象である
フレアや、ジェット現象などがそれですが、これらの現象については、そのエネルギー蓄積
機構やトリガーとなるものについてなど、まだ謎の部分も多いのですが、磁場のエネルギー
を解放することによって起こる現象であるということが言われています。これらの現象につ
いての研究は、さまざまな波長のデータを用いて行なわれていますが、磁場を観測的に得る
ことにより、定量的にこれらの現象の前後における磁場構造の変化など調べることが必要で
ある、と考えられています。
太陽磁場は、ゼーマン効果に伴う偏光を観測することにより得られます。偏光を表すス

トークスプロファイル .、M、�、5を観測により得ることからベクトル磁場 
強度・傾斜角・
方位角�を求めることができます。我々は、飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡に取り付けら
れたベクトル磁場観測装置 
マグネトグラフ�と、国立天文台乗鞍コロナ観測所のポラリメー
タを用いて、以下のようなテーマの下、協同観測を行ないました。

�� 同一の太陽光球面領域を、同一波長で時刻をずらして観測することにより、それぞれ
のマグネトグラフで得られるよりも高い時間分解能で、太陽面磁場構造の変化を長期に渡り
観測する。
磁場の捻れ度の変化と、磁気的活動性の変化との相関の調査。�


�� 異なる高さにおいて形成される吸収線で同一の太陽光球面領域を同時に観測し、両者
の結果を比較することにより、太陽磁場の高さ方向の構造を明らかにする。

�� 同一の太陽光球面領域を同一波長で同時観測することにより、飛騨マグネトグラフと
乗鞍コロナ観測所ポラリメータの測定結果の比較・較正を行う。

�� A(�<など紫外線によって直接的に観測される、より上空のコロナ中の磁場形態と、
光球・彩層領域における磁場ベクトルとのつながり方の調査。単純な光球・彩層磁場を用い
たポテンシャル計算からの形態との一致不一致性などを見る。

観測されたデータをストークスプロファイルの段階まで解析した結果の一例を図 �に示し
ます。これらに関して、乗鞍で得られたデータとの比較、そして、磁場への高精度での変換
が今後の課題です。

図 �� 飛騨ドームレス太陽望遠鏡ベクトル磁場観測装置により得られたストークスプロファ
イルマップ 左7 リオフィルターによる連続光モニター画像、中7 ストークス .マップ 
強度�、
右7 ストークス5マップ 
視線方向の磁場強度に相当�


清原 淳子 記�
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���� 太陽フレアに伴うプラズマの噴出現象

普段、我々が目にする太陽はとても穏やかです。しかし、近年の衛星観測によって、その
活動は驚くほど激しいものであることがわかってきました。太陽フレアと呼ばれる太陽爆発
現象は、その規模の大小はあるにせよ日常的に起こり、膨大なエネルギーを解放し、プラズ
マの噴出を伴うこともあります。そのプラズマが地球まで到達し、地球磁気圏と相互作用し
て見られるのがオーロラです。また、飛んで来たプラズマが地球上の送電線に異常電流を誘
導し、破壊することもあります。我々は、太陽で起きた爆発現象を実際の生活で間接的にで
はありますが触れているのです。
爆発に伴って太陽から、硬:線、軟:線、�線などの電磁波が放射されることがあります。
現在、この太陽の爆発現象 
太陽フレア�を説明する理論として、磁気リコネクション 
磁力
線の再結合�と呼ばれる理論があります。この理論では、再結合点の上空にプラズマの塊が
存在し、磁気リコネクションの結果、その塊が噴出すると考えられています。
本研究では、D $! $衛星に搭載された硬 :線望遠鏡と軟 :線望遠鏡を用いて、����年

��月 ��日に起きたフレアを解析しました。その結果、プラズマの塊は硬:線が放射される
度に噴出し、加速を受けていることが確認できました。この結果はリコネクション理論で予
想される硬:線の放射と噴出プラズマの関係を強く支持するものです。今回解析したフレア
は、膨大なエネルギーを解放したイベントなので、大量のプラズマが噴出し、加速を受けた
と考えられます。このことから、プラズマの噴出が確認されないフレアでも現在の観測性能
では検出されない程度のプラズマの噴出、及び加速があるのではないかと、推測されます。
����年にA�<��.、����年に � 3��+�が打ち上げられ、現在より高分解な衛星観測が可能

になります。この種の研究は更に詳細な解析が可能となり、磁気リコネクション理論の確立、
更には我々の生活と大いに関係のある太陽フレアの解明を目指します。

左図：磁気リコネクションモデル。
�$���2� %2 �3� ����� 再結合点上空にプラズマの塊があ
り、リコネクション後に飛んで行く。中図：実際のD $! $衛星の観測画像。右上の方向に
プラズマが噴出する様子がわかる。右図：2��% �3��%と呼ばれる手法により、噴出プラズマ
が硬:線の放射 
右下図�と同時刻に加速を受けていることがわかる。


高崎 宏之 記�
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���� ��と軟*線フレアループ構造の高精度な比較

大規模フレアに伴って��線でループ状構造が見られることがあり、これをポストフレアルー
プと呼びます。飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡 
���では ����年 ��月 �日のフレアに伴
うポストフレアループが観測しましたが、��では現象の初期から観測されており、また
ようこう衛星の軟:線撮像装置 
D $! $)�:�でも同時に観測されたという貴重なデータ
です。
��線や軟:線でループ構造が見られる原因は次のように考えられています。フレアによっ

て生成された高エネルギー粒子が磁場に沿って彩層に突入し、磁気ループは彩層蒸発によっ
て生じた高温のプラズマで満たされます。高温プラズマ 
� �����は軟:線でループ状の構
造として見え、これが冷却されて温度が下がる 
� �����と ��線で見られるようになると
考えられます。そこで、��と軟:線のループ構造の時間変化を詳しく調べることによって
プラズマの冷却時間を求めることを目的に解析を行いました。
まず、��と軟:線画像の位置合わせを行ってループ構造を比較した結果、��と軟:線
のループ構造で共通した特徴があることがわかり、��の構造は軟:線の構造が冷却された
結果であるという説明が裏付けられました。次に、ループ構造の対応関係が確かめられた定
点について、�� と軟:線の明るさの時間変化を求めました 
図 ��。この結果は ��の時間
変化はと軟:線よりも遅れてることを示すものでこの遅れはプラズマの冷却時間と解釈する
ことができます。
さらに、D $! $)�:の �種類のフィルターで撮像したデータから温度と密度を求め、プ
ラズマの冷却時間を概算してみました。単純な熱伝導と輻射による冷却を考えた計算でプラ
ズマの冷却時間を概算すると、観測データの解析から求められた冷却時間に近い結果が得ら
れました。この結果は観測データから求められた遅れが冷却時間時間であるという解釈と符
合するものです。

Hida DST
4:48:57

Yohkoh/SXT
04:48:58

03:00 03:10 03:20 03:30 03:40 03:50 04:00
Start Time (02-Nov-92 03:00:00)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0
SXT
DST

図 �� 左側7同時刻における��と軟:線のループ構造。右側7定点における��と軟:線の明
るさの時間変化。


神尾 精 記�
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� 教育活動

��� 京都大学大学院理学研究科

物理学・宇宙物理学専攻にて太陽系物理学、太陽物理学分野及び太陽宇宙プラズマ物理学
分野を担当しています。

講義

�� 太陽物理学 . 
黒河 宏企7 隔年�

�� 太陽物理学 .. 
北井 礼三郎7 平成 ��年度開講�

�� 太陽系物理学 
赤羽 徳英7 平成 ��年度開講�

�� 太陽宇宙プラズマ物理学 
柴田 一成7 平成 ��年度開講�

ゼミナール

�� 太陽系物理学ゼミナール 
修士課程及び博士課程�7 赤羽 徳英

�� 太陽物理学ゼミナール 
修士課程及び博士課程�7 黒河 宏企、柴田 一成、
北井 礼三郎、上野 悟

�� 恒星物理学ゼミナール 
修士課程及び博士課程�7 野上 大作

�� 宇宙物理学ゼミナール 
修士課程及び博士課程�7 全教官

天文台教官指導大学院生 
平成 ��年度�

� 博士課程
��7 佐野 周作、天間 崇文 
平成 ��年 �月休学、米国ニューメキシコ大学留学�

��7 高津 裕通、森本 太郎、中串 孝志
��7 水野 陽介

� 修士課程
��7 浅井 歩、磯部 洋明、森安 聡嗣
��7 神尾 精、清原 淳子、高崎 宏之、成影 典之

� 修士学位
浅井 歩 
平成 ��年 �月授与�

「太陽表面での活動現象」
磯部 洋明 
平成 ��年 �月授与�

「太陽・原始星フレアの研究」
森安 聡嗣 
平成 ��年 �月授与�

「(3;�I%& @��%による太陽浮上磁気ループ中のコロナ加熱」

��



��� 京都大学理学部

担当授業科目

�� 太陽物理学7 黒河 宏企

�� 電磁流体力学7 柴田 一成

�� 物理科学課題研究 �� 
太陽�7 柴田 一成
平成 ��年度研究テーマ7

太陽フレアの研究 F ミニフィラメントから巨大アーケードまで F

�� 史上最小の 2@ ���� & H��%

�� 巨大アーケードとフレアは同じ物理現象かN

�� :線質量放出を伴う巨大アーケード現象の���モデル

�� ポケットゼミ 活動する宇宙 
�回生向け�7 柴田 一成

��



� 主な営繕工事

飛騨天文台

平成 ��年 �月 飛騨天文台専用道路落石崩土除去、側溝整備等工事完了
平成 ��年 	月 飛騨天文台屋外オイルタンクのスラッジ除去、及び清掃点検
平成 ��年 �月 飛騨天文台専用道路路面不陸整正 
砕石敷均し�工事完了
平成 ��年 �月 飛騨天文台専用道路立看板、交通標識等更新
平成 ��年 �月 飛騨天文台研究棟各室ドア遮光カーテン取り付け

花山天文台

花山天文台建物等改修工事
建築工事

�� 本館 　窓 �扉 �外壁全面改修工事、及び屋上防水加工工事
��年の永年経過により腐食しほとんどの窓が開かない状態になっていました。外壁も
同様に風化がひどく、触れるとその部分が剥離してしまう状態にありました。そこで
この度、窓 �扉の全面的な改修工事 �外壁の全面リシン塗装を行いました。

�� 太陽館屋 　屋上の全面的な防水加工

�� 別館 　全面外壁塗装及び窓 �扉の取換え

�� 子午線館復元工事
この子午線館は腐食がかなり進んでいましたが、建築学史上に非常に貴重であるため、
この度復元工事が行われることになりました。現在、花山天文台のミニ博物館として
使われています。

　 　外壁塗装中の本館 　　　　　改修工事の終わった 　別館 � 子午線館 � 本館（左より）

�	



電気工事

�� 太陽館シーロスタット小屋制御盤取換え

�� 本館 � � �階及びドーム内分電盤取換え工事

�� 別館 �階分電盤及び �階 ���5電源取換え工事

�� 太陽館 �階分電盤取換え工事

�� 子午線館分電盤取付工事

工事途中の本館分電盤 　　　　　　太陽館分電盤の様子 　　
水道工事

�� 花山天文台上水道メーター移動事
以前は将軍塚に花山天文台水道メーターがあり、その先から約 ���ｍにわたって天文
台専用の水道管が使われていましたが、永年経過による腐食の進行によって水漏れが
危惧されるようになった為、この使用を停止し、東山ドライブウェイを走る市の本管
から受水することになりました。又、それに伴い水道メーターの移動が行われました。
新しい水道メーターは阿含宗の私有地を借用して、据え付けられました。

水道メーター設置場所

��



メーター取付工事中の様子

メーター取付工事終了

�� 太陽館水道配管改修工事


左� 太陽館地下の配管の様子 
右� 太陽館玄関横の配管の様子


磯田�

��



	 共同利用・国際協同観測・研究交流

��� ドームレス太陽望遠鏡 �+���共同利用

公開期間 ��週

前期 7 平成 ��年 �月 �日 � �月 ��日

後期 7 平成 ��年 �月 �	日 � ��月 �日

応募・割当週数 ��週

三浦則明、児玉直樹 
北見工大�、馬場直志、北洋 
北海道大工�

高空間分解能・短時間間隔での太陽光球面諸現象の観測
波面センシングによる高空間分解能観測 �週

西川宝 
京都経済短大�

�� ���! � 223%の高速成分の時間変動観測
リム上 ����,3%の線スペクトルの高分解能観測 �週

吉村圭司 
宇宙科学研究所�

磁束管浮上領域における活動現象の成因の解明等 �週

當村一朗 
大阪工業高専�

ダーク・バンド 
彩層下部微細構造�の分光観測
超高速度カメラによるスペクトル撮像観測 �週

川上新吾 
大阪市立科学館�

太陽活動領域における磁場と明るさの関係について �週

一本潔 
国立天文台�、北井礼三郎、上野悟 
飛騨天文台�

マグネトグラフによる黒点半暗部の磁場・速度場構造の研究 �週

久保田諄 
大阪経済大�、時政典孝 
西はりま天文台�

静穏プロミネンス足下の��線スペクトル観測
活動領域周辺(�2��% "� ��&%&�%の�� 高空間時間分解能撮像観測 �週

秋岡眞樹 
通総研平磯�

太陽活動領域の �次元分光観測 �週

��



��� ドームレス太陽望遠鏡 �+���国際協同観測

�月 �日 � �月 ��日 飛騨・D8��8�・A(�<等
大黒点群協同観測

�月 ��日 � �月 ��日 飛騨・�<�.�・�8�8・A(�<等
#�3��%&2 ) "� ��&%&�%協同観測

�月 �	日 � �月 ��日 飛騨・�8�8)���・三鷹・平磯・D8��8�等
.&2%�+� &&%�2�&1 0  ��協同観測

�月 ��日 � �月 	日 飛騨・�<��.・���8・D8��8�等
(�2��% A%1� & /8(( ����及び ��	�の協同観測

�月 ��日 � �月 ��日 飛騨・�<��.・���8・D8��8� 等
(�2��% A%1� & /8(( ���� ) <�%�1�&1 #3,9協同観測

�月 ��日 � �月 �日 飛騨・乗鞍・D8��8�・���8 等
活動領域磁場偏光、コロナ活動同時協同観測

��月 ��日 � ��月 ��日 飛騨・A(�<・�8�8)<.・D8��8�等
#3��% ) ��< ) *%2協同観測

��月 ��日 � ��月 ��日 飛騨・�<��.・���8・D8��8� 等
� � � �  型黒点群 /8(( �	��の協同観測

��月 ��日 � ��月 ��日 飛騨・D8��8�・�<��.・���8 等
��1� ���3 (�2��% A%1� & �2,�4協同観測

��� 外国人研究者来訪・研究交流

飛騨天文台

� A�=� A�>�%� 
長野県小川天文台�

� �*� B�&1 
中国科学院北京天文台�

� 5� A,��& 
�3 ��!�� (���%�4  ; ���%&�%�

� �� ��&�� �>%�$ 
�3 ��!�� (���%�4  ; ���%&�%�

花山天文台

� ��� .� (9; �� 
��9+"3�&�! .&�2�2,2 ;,%� (%� & ��%? 0�&��,? =%���&4�

� ��� ��C��$%&1 
"��&�%2 & "3���� "$4���� 0�� ��2 �4? ��(�

� ��� #� #��&�! 
8&��%> � 8��%���2 �4? �O%�$�

� ��� A4��&�!4 
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��� 天文台で開催された研究会

����年 �月 ��日P��日 第 �回 花山データ解析ワークショップ 花山天文台
����年 	月 �日P��日 京大天文台将来計画ワークショップ 飛騨天文台
����年 �月 ��日 第 �回 関西プラズマ天体物理フォーラム 飛騨天文台
����年 �月 ��日P��日 天体���研究会 花山天文台
����年 ��月 �日 学振日米共同研究ワークショップ

太陽コロナと地球磁気圏における
磁気リコネクション 花山天文台

����年 ��月 �日P�日 一般相対論的���研究会 花山天文台
����年 ��月 ��日 *�プロジェクト天体シミュレーション

グループ研究会 花山天文台

��� 共同研究・受託研究

平成 ��年度 日米科学協力事業 共同研究
「太陽コロナおよび地球磁気圏における磁気リコネクション」

代表7 柴田一成、予算7 �	��千円�

米国代表・ニシカワ博士 
ラトガース大�、分担者・町田忍博士 
京大理地球物理�らと共
に、太陽コロナおよび地球磁気圏における磁気リコネクションの比較研究に関する共同研究
を行なった。その結果、地球磁気圏で知られていた ��@&+�,�! ��4��%2�4と類似の現象を、
太陽コロナ中に発見した 
.� �% %2 �3� ����? =A0? �& ��%���。また、ニシカワ博士と磁気リ
コネクションの粒子シミュレーションに関する共同研究を進めた。

平成 ��年度 科学技術振興財団 計算科学技術活用型特定研究開発推進事業
「宇宙シミュレーション・ネットラボラトリーシステムの開発」

代表・松元亮治・千葉大教授�

本共同研究プロジェクトにおいて、「天体シミュレーションコード開発」
予算7 �	��千円�

を分担し、シミュレーション結果を観測データと比較することにより天体の構造や物理量を
導出したり、シミュレーション・コードの妥当性を検証したりするモジュールの開発を進め
た。また、シミュレーション夏の学校の開催に講師として協力した。

民間との共同研究
「宇宙天気予報の基礎としての太陽面爆発予報用ソフトの開発」

代表7 柴田一成、予算7 �?���千円�


財�千里国際情報事業財団 
情報システム科学研究所・主席研究員・上善恒雄氏�、および
株式会社ヒューマンエンジニアリング・アンド・ロボティックス 
取締役社長・岡村勝氏�と共
に、表記の課題について共同研究を行ない、太陽面爆発 
フレア�数値予報用ソフトとして、
フレアの �次元電磁流体数値シミュレーション用ソフトを開発した。これにより、太陽:線
観測衛星「ようこう」が観測した巨大カスプ構造とそれにともなう噴出現象や衝撃波を再現
するのに成功した。
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受託研究
「惑星間ミッションを用いたフレア観測の概念に関する研究」

代表7 黒河宏企、研究委託機関7 独立行政法人 通信総合研究所、研究経費7 �?���千円�

太陽フレアの発生機構の解明では、超高空間分解観測が必要であり、きわめて特殊かつ大
型の望遠鏡が必要である。この条件を満たす観測施設は日本においては京都大学大学院理学
研究科附属天文台のドームレス太陽望遠鏡のみであり、加えて京都大学が蓄積した高空間分
解データ解析と計測開発技術を通信総合研究所の太陽観測衛星 0�計画の中で有効に活用す
る。このため飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡の高空間分解データを分析した上で、フレア・
��<発生機構に関する研究を更に発展させる為に、0�ミッションが貢献すべき研究目的と
その方法 
装置の概念設計を含む�を明確化する。更に、可視光域の単色像撮像のための装置
の概念検討を実施して、必要な基礎実験の一部を実施した。

��




 花山・飛騨同時一般公開 �太陽宇宙デジタルライブ�

概要
近年、天文学の観測装置は、どんどん大型化、海外・宇宙空間進出の傾向が強くなり、一般
の人々が身近な所でそれらの施設や観測現場に触れて学習出来る機会が減りつつあります。
そのような中、より多くの青少年をはじめとした市民に研究成果の伝達を行なうべき大学の
役割は重要となってきています。小中学児童を中心とする多くの人々が、実際に国内の地上
天文台での天体観測や検出装置、さらに生データが科学的データへと解析されて行く課程等
を現場の研究者と共に見聞することにより、天文学・宇宙科学の実体や具体像を把握し、他
のあらゆる科学分野との関連性を見い出し、理科学習の意義、理工学の健全な進化の必要性
を感じ取るきっかけを提供できれば、と我々は願っています。
そう言う意図の下、当天文台では今年度も引き続き、花山・飛騨天文台同時一般公開 
太
陽宇宙活動デジタルライブ�を実施致しました。この事業は、文部科学省「��年度大学等地
域開放特別事業」としても採用され、補助金を受けています。主たる内容としては、G�天文
台をインターネットで結びデジタルデータのライブ交換と音声によるリアルタイムでの対話
を利用したデジタルライブG、G普段プロが用いている望遠鏡による昼間の太陽表面、夜間の
月や火星を始めとした惑星や星雲星団の生の観察G、更に G来訪者が自ら手を動かす工作教
室やクイズラリーなどの参加型企画G、などが行なわれました。 　　　　　


左� 花山天文台におけるデジタルライブの様子。飛騨天文台のデジタル画像を受信中。
右�

飛騨天文台におけるデジタルライブ発信中の様子。左に見えるのがデジタル画像を取得して
いる���カメラ。
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花山天文台での開催内容

デジタルライブの他に、花山天文台では、昼間は、����ザートリウス望遠鏡による��太
陽全面像と ����シーロスタット太陽望遠鏡による太陽スペクトルの観望を、夜間は ����

屈折望遠鏡による月と火星の観望を行ないました。また、天文工作教室や講演会、クイズラ
リーなど色々な企画展示も行ないました。なかでも、彗星やプラネタリウムをつくってみよ
うという参加型の企画に人気がありました。約 ���名の参加があり、楽しかった、来年もま
た来たいという方が多く、喜んで頂けました。ただ、夕方から天気が悪くなったため、夜の
観望があまりできず、残念に思われた方も多かったようです。

シーロスタット太陽望遠鏡の解説の様子 ����屈折望遠鏡による夜間の天体観測

ミニチュア彗星の自作を指導するコーナー 親子連れも目立った天文工作教室

��



飛騨天文台での開催内容

今年度の開催日、飛騨地方は天候に恵まれ、当日実際に飛騨天文台を訪れた方々に対して
は、直接天体の観測・観望を体験して頂く事に主眼を置いた開催内容となりました。日中は
ドームレス太陽望遠鏡による多波長での太陽表面画像の撮影、分光器による太陽光スペクト
ルの観察、フレア監視望遠鏡による現在の太陽活動状況の解説、セミナー室や食堂ホールに
おける太陽物理学の基礎講座、と言った太陽の観測研究を体験して頂く事と併行して夜間用
の望遠鏡・観測装置の解説・見学会を行い、その合間を利用して花山天文台の来台者に向け
てのデジタルライブのデータ発信と音声解説を行いました。日没前後の時間帯には、�つの
天文学セミナーを用意し、セミナー室にて講師と来台者との間で有意義な天文学情報のやり
とりが行なわれました。夜間も好天は続き、月面や惑星だけでなく、普段中々見る機会の無
い様々な星雲・星団を、日頃スタッフが観測研究に用いている �台の望遠鏡を中心に直接観
望して頂き、宇宙の多彩な諸相を堪能して頂きました。また、飛騨地区においては、昨年度
に引き続き、特に上宝村、神岡町、高山市の各教育委員会の皆様の御支援・広報の御協力を
頂きました。
上野�

ドームレス太陽望遠鏡による太陽表面の観察 フレア監視望遠鏡観測室前での解説

夜間用 	���反射望遠鏡の解説見学 日没後の 	���屈折望遠鏡による惑星観望

��



�� 研究成果報告 �����年に発表されたもの�
使用された天文台装置の略号は以下のとおりです。

略号 装置
� �� ��屈折望遠鏡
� ド�ムレス太陽望遠鏡
� 花山画像解析システム
� フレア�監視望遠鏡
	 その他
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����  野上大作

突発天体> ,�で何を狙うかD�「京大天文台将来計画ワ�クショップ」集録 　'',.)B

����  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

複数回のテアリング不安定を経て発生する速い磁気リコネクションの#/�数値シミュレ�ショ
ン「"
0シミュレ�ション・モデリング合同研究集会」集録、 ''+++.++-
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����  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

多段階のテアリング不安定による速い磁気リコネクションの電磁流体 �#/� 数値シミュレー
ション「平成 +)年度<�"=電波科学計算機実験 ���� シンポジウム」集録
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��	�  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

衝撃波に伴う磁気リコネクションの電磁流体 �#/� 数値シミュレーションと、銀河への応用
「"
0シミュレーション研究会」集録 �印刷中 
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�  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成 、

点源爆発の衝撃波に伴う磁気リコネクションの電磁流体 �#/� シミュレーション「第 �回シ
ミュレーション・サイエンス・シンポジウム」及び核融合科学研究所共同研究「大型シミュレー
ション研究」合同研究会 集録 �印刷中 

����  柴田一成

プラズマ核融合学会誌 9�(� BB� ���+* �)**+ ''�7-8.77- 小特集「磁気リコネクション研究の
到達点と課題」共同編集 �小野、柴田、星野、藤本、寺沢 

����  柴田一成

太陽・天体プラズマにおける磁気リコネクション、プラズマ核融合学会誌 9�(� BB� ���+* �)**+ 
''�7��.7�-
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����  柴田一成

フレアの統一モデルー太陽フレア、恒星フレア、原始星フレア、天文教育、9�(� +,� ����� ''�).8

�	�� � 上野悟

「飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡での太陽観測」とやまと自然 第 )-巻 秋の号 )**+ ).,頁

�	��  秋山幸子

「太陽の ++年周期」とやまと自然 第 )-巻 秋の号 )**+ -.8頁

�	�� � 中串孝志

火星 ==�撮像観測の実例「天文教育」)**+年 �月号� 天文教育普及研究会 編

�	�� � 中串孝志

火星表面の変化を探る！「月刊 天文ガイド」)**+年 B月号� 誠文堂新光社 編

�	��  中串孝志

インターネット 
@放送「すばるクラブ」出演 �)**+年 BH+�� 7H,� +*H8放送分 

�		���	
� 天文情報処理研究会 第 -�回会合「天文学における自動化・省力化」集録

�		� �� 上野悟

飛騨天文台フレア監視望遠鏡リアルタイム画像公開システム、ドームレス太陽望遠鏡デジタル
画像中継システム、ドームレス太陽望遠鏡マグネトグラフ制御システムについて，+8.)-頁

�	
�  野上大作

飛騨天文台 �*��望遠鏡の自動化の展望� '')�.)B

�	��  野上大作 　フレア星と激変星の ����9���> 特に太陽型活動との関連について� =� <	#
「)**+年度天文・天体物理若手の会 第 ,+回夏の学校」集録
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�
	������ 平成 +)年度宇宙放射線シンポジウム 　I太陽現象と地球 　�)+世紀の "'��� :�����%研
究を探る�I 集録

�
	�  柴田一成

太陽活動現象と地球 �)+世紀の �'��� ������%�宇宙天気 研究を探る�研究会の目的� ''+.-

�

� � 北井礼三郎、上野 　悟、柴田一成、黒河宏企、門田三和子、名筋容子、石浦清美、木村剛一

/�線で見た太陽活動の周期変動� '',+.,-

�
�� � 浅井 歩、森本太郎、磯部洋明、下条圭美 �国立天文台 、横山央明 �国立天文台 、柴崎清
登 �国立天文台 、中島 弘 �国立天文台 

電波および硬C線でとらえるフレアの非熱的粒子加速�78年 ++月 +*日のフレアの多波長解析�
''�B.B*

�
�� � 磯部洋明、柴田一成

太陽コロナのアーケード生成における����.��� �������%�� ''B+.B-

�
�� � 石井貴子

太陽フレアをトリガーするものは何かD� ''7+.7-

���� � 高津裕通、北井礼三郎、黒河宏企、柴田一成

光球でみた浮上磁束管� ''7�.78

���� � 森本太郎、黒河宏企

フィラメント噴出と =#0の相関について� ''+),.+)�

����  斉藤尚生 �東大 、柴田一成

"'��� :�����%と左肩右腰の法則� ''+,7.+-)

����  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

多段階のテアリング不安定を経て起こる速い磁気リコネクションの#/�数値シミュレーショ
ン� ''+7+.+7-

���� �� 黒河宏企、王同江、石井貴子

活動領域 7*)�が示唆するフレア発生予報の可能性について� '')*B.)+*

��	������ 「太陽研究の現状と展望」研究会集録

��	�  上野 悟、武田 秋 �"�<=H�"�" 

+777年 8月 ++日トルコ皆既日食観測> 京都大学チーム結果報告� ''+.+)
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� � 磯部洋明、森本太郎、高津裕通、衛藤 　茂、成影典之、柴田一成、横山央明 �国立天文台 、
下条圭美 �国立天文台 

<����������� ��J�� 9�(�����とコロナ磁場強度の間接的導出� ''77.+*-
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���� � 衛藤 茂、磯部洋明、成影典之、浅井 歩、森本太郎、柴田一成、黒河宏企、王同江、北井
礼三郎
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���� � 浅井 歩、磯部洋明、森本太郎、下条圭美 �国立天文台 、斉藤尚生 �東北大 

電波および硬C線でとらえるフレアの非熱的粒子加速� ''+)B.+,*
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���� 研究会報告

平成 ��年度 宇宙放射線シンポジウム太陽現象と地球
��世紀の ����� �������研究を探る� �静岡� �月 �	日���日

���  柴田一成

太陽活動現象と地球 �)+世紀の �'��� ������%�宇宙天気 研究を探る�研究会の目的

��� � 北井礼三郎、上野 悟、柴田一成、黒河宏企、門田三和子、名筋容子、石浦清美、木村剛一

/�線で見た太陽活動の周期変動

��� � 浅井歩、森本太郎、磯部洋明、下条圭美 �国立天文台 、横山央明 �国立天文台 、柴崎清登 �国
立天文台 、中島 弘 �国立天文台 

電波および硬C線でとらえるフレアの非熱的粒子加速�78年 ++月 +*日のフレアの多波長解析

��� � 磯部洋明、柴田一成

太陽コロナのアーケード生成における����.��� �������%�

�	� � 石井貴子

太陽フレアをトリガーするものは何かD
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� � 高津裕通、北井礼三郎、黒河宏企、柴田一成

光球でみた浮上磁束管

��� � 森本太郎、黒河宏企

フィラメント噴出と =#0の相関について

���  斉藤尚生 �東北大理 、柴田一成

"'��� :�����%と左肩右腰の法則

���  田沼俊一 �名大 "
0研 、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

多段階のテアリング不安定を経て起こる速い磁気リコネクションの#/�数値シミュレーション

���� �� 黒河宏企、王同江、石井貴子

活動領域 7*)�が示唆するフレア発生予報の可能性について

プラズマ科学シンポジウム �京都テルサ� 　�月 ��日

����  柴田一成

天体磁気流体現象
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先事館シンポ �大阪科学館、大阪� 　�月 ��日

����  柴田一成

現代の太陽観

「太陽研究の現状と展望」研究会 �国立天文台 三鷹� �月 ��日���日

����  上野 悟、武田 秋 �"�<=H�"�" 

+777年 8月 ++日トルコ皆既日食観測> 京都大学チーム結果報告

���� � 磯部洋明、森本太郎、高津裕通、衛藤 　茂、成影典之、柴田一成、横山央明 �国立天文台 、
下条圭美 �国立天文台 

<����������� ��J�� 9�(�����とコロナ磁場強度の間接的導出

��	� � 衛藤 茂、磯部洋明、成影典之、浅井 歩、森本太郎、柴田一成、黒河宏企、王同江、北井礼
三郎

#�%���� ��9�と 0�
 ��9�

��
� � 浅井 歩、磯部洋明、森本太郎、下条圭美 �国立天文台 、斉藤尚生 �東北大 

電波および硬C線でとらえるフレアの非熱的粒子加速
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枚方希望教会講演会 �枚方� �月 �	日

����  柴田一成

人工衛星「ようこう」から見た太陽の素顔と神秘

電磁流体現象研究会 �東北大工学部、仙台� �月 �日

����  柴田一成

天体磁気流体現象
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�� ��� 	%�3�� �2 C.%�� ��� �� ��� ��(�;�

平成 ��年度(%��電波科学計算機実験 �����シンポジウム �京大(%��� �月 �日��日

����  田沼俊一 �名大 "
0研 、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

多段階のテアリング不安定による速い磁気リコネクションの電磁流体 �#/� 数値シミュレー
ション

��')��� �� ����* %&��!�*+ ���,)�- .�)/��&)� ����,)�-+ ��)��� 　�月 �日��日

����  "������ ��

"�(�% ��! "��((�% �(�%��

����  "������ ��

���%�'������( 5���

��



太陽圏シンポジウム �名大東山地区、名古屋� �月 ��日

����  柴田一成

����%����� �2 �(29�� :�9�� �� #�3����� <����������� 　��! =�%���( /�����3

高山ロータリークラブ例会ゲストスピーチ �高山� �月 �	日

��	� �� 北井礼三郎

飛騨天文台での太陽観測

日本天文学会 ����年度春期年会 �千葉大学� �月 �
日���日

��
�  小出眞路 �富山大工 、��9�! $�#���%�5�$ 、柴田一成 �京大理 、工藤哲洋 �国立天文台 

カーブラックホール磁気圏におけるポインティングフラックス・ジェット

����  横山央明 �国立天文台 、柴田一成 �京大理 

フレアの磁気流体シミュレーション－熱伝導・彩層蒸発・放射冷却の効果�

����  吉村圭司 �京大飛騨天文台 、末松芳法 �国立天文台 、4�(����%����������" ��"	���"� 、
"��(!����$�������9���'(���$��(� 、/�3��%�"���"	��"� 、大谷浩 �京大理 

#��%�(��� �%%��による観測データの解析について

���� � 花岡庸一郎、一本 　潔、野口本和、桜井 　隆 �国立天文台 、北井礼三郎、高津祐通 �京大 

高速/�カメラの開発・実時間太陽観測画像処理システム

���� � 北 洋、馬場直志 �北大工 、三浦則明 �北見工大 、北井礼三郎、上野 悟 �京大理 、末松芳法
�国立天文台 

飛騨天文台�"
での波面センシング実験と解析

���� � 吉村圭司、黒河宏企 �京大理 、下条圭美 �国立天文台 、"�����<����$#"�$ 

磁束管浮上領域に伴うサージ現象をいろんな波長で観てみると���

����  殿岡英顕、松元亮治、宮路茂樹�千葉大 、"���#�%����/�(�� <����%�� 、<�=�=��A�(!�#������
"���� �� 、柴田一成 �京大 、��#��((����%�/�	 、��<��%!���	���%9���%�� ���%�������!�
=�'�!������ 

ようこう "C
、"	/	 　0�
と /�コロナグラフの同時観測によるプロミネンス突然消失の
解析

����  野澤 恵 �茨大理 、柴田一成 �京大花山天文台 

浮上磁場の ,次元モデル：対流の効果 その ,

����  柴田一成 �京大理 、横山央明 �国立天文台 

太陽・恒星フレアの /<図> 0#�
ダイヤグラム

��	� � 黒河宏企、王同江、石井貴子 �京大理 、<����%! "�����ロッキード太陽研究所 

大フレア発生前に発見された彩層底部の過熱現象

��
� �� 石井貴子、黒河宏企、北井礼三郎 �京大理 

�(�%� ����9��� �� 0��%3��3 �(�; <�3���� �� ��� ����9� <�3��� �	�� 7),�

���� � 
�:��3、/���%����、
�
�������京大理 、<�"�����$�����! "�(�% $��� 
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���� � 磯部洋明、柴田一成、町田 　忍 �京大理 

太陽コロナのカーケード生成における !���.!�� �������%�

���� � 浅井 歩、磯部洋明 �京大理 、森本太郎 �花山天文台 、下条圭美、横山央明、中島 弘、柴崎
清登 �国立天文台野辺山 

電波および硬C線でとらえるフレアの非熱的粒子加速�78年 ++月 +*日のフレアの多波長解析

����  武田 秋 �"�<=H�"�" 、上野 悟、黒河宏企、北井礼三郎 �京大理 

+777年 8月 ++日の皆既日食における内部コロナの温度構造について

���� � 森本太郎、柴田一成 �京大理 、下条圭美、横山央明、工藤哲洋 �国立天文台 

太陽C線のジェットの指数関数的密度分布の起源

����  斉藤尚生 �東北大理・	4 、柴田一成 �京大理 、������%���<$ 

=#0とコロナホールの発生位置に関する法則

����  宮腰剛広 �総研大 、横山央明、下条圭美 �国立天文台 、柴田一成 �京大理 

光球下からの孤立捻れ磁束管浮上�,次元#/�数値シミュレーションによるアプローチ> コロ
ナ中での進化�

���� � 森安聡嗣 �京大 、横山央明、工藤哲洋 �国立天文台 、嶺重 慎、柴田一成 �京大 

アルフヴェン波による太陽浮上磁気ループ中のコロナ生成

��	� � 木全理恵 �京大理 、工藤哲洋 �国立天文台 斉藤卓弥 �東大理 、柴田一成 �京大理 

晩期型巨星彩層における星風生成�#/�数値シミュレーション

0��シンポ �宇宙研、相模原� 　�月 ��日

��
�  柴田一成

「#/�ジェット駆動には、大局的磁場の存在が必要か？岡本論争について、0�粒子 ��0�磁
場 という観測結果をどう考えるか？」�高原文郎 �阪大 氏との対論 

理学部新入生向けフロンティアレクチャー 　�月 
日

����  柴田一成

天体フレアとジェット

宇宙天気研究会 �通信総合研究所、小金井� 　�月 ��日

����  柴田一成

太陽の活動現象と宇宙天気

京大天文台計画討論会 �月 ��日

����  柴田一成

京大における太陽物理学の展望

�12現象報告会 �通信総合研究所小金井� 	月 ��日

�	�� �� 秋山幸子

飛騨・花山天文台における/�フレア観測の報告

��
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地球惑星科学関連学会 ����年合同大会 �東京オリンピックセンター� 
月 �日 $ �日

�	�� � 浅井 歩、磯部 洋明、 森本 太郎 ほか

電波および硬C線でとらえるフレアの非熱的粒子加速

�	�� � 磯部 洋明、柴田 一成、町田 忍 �京大 理 

太陽コロナのアーケード形成における !���.!�� �������%�

�	�� �� 森本 太郎

太陽フィラメント消失現象とコロナ、太陽風構造の関係

京大天文台将来計画ワークショップ �飛騨天文台� 
月 �日

�		�  野上大作

突発天体：,�で何を狙うか？

8�"����9 ��9 ��:')44)'���� ����� %&��!�!' ; %� 8�������)!��4 �!44!<�)�'

�! =!�!� ��� 5�'!� !" 3� ����� 1!�4!�&� �������� 
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地球シミュレータ利用検討会 �海洋科学研究センター、横浜� 
月 ��日

�	��  柴田一成

太陽フレア現象の大規模数値計算

�2�%($���12� '���)�-+ ���� �1� � '�!&)�' ��!4!��9!+ .�%� 
月 ��日

�	��  "������ ��

���A�! @��� �2 "�(�% �(�%�� ��! =�%���( #��� 01�������

�=8�2 '���)�- ���!�'�&&+ �!4!��9!+ .�%� 
月 ��日
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�%��.����������( ����%���( #�3������!%�!������ "���(������ �2 #�3����� <�����������
�� ��� ����%���((�% #�!���

原子力研究所計算・先端情報共同利用センター調査委員会、第 �回光量子・プラズマ科学分科会
�大阪科学技術センター、大阪� 
月 ��日

�
��  柴田一成

太陽フレア現象の大規模数値計算

����年度 天文・天体物理若手の会 夏の学校 �長野� �月 �
日$��日

�
	� � 中串孝志 �花山天文台 、赤羽徳英 �飛騨天文台 、岩崎恭輔 �京都学園大 、"��'��� #�$�%���
�$�$Hアリゾナ大 

)**+年の観測から得られた火星気候状態の報告

�

�  柴田一成

「伝えたい天文学・伝えてほしい天文学」�愛知教育大沢さんとの対談 

�
��  野上大作

フレア星と激変星の ����9���> 特に太陽型活動との関連について �招待講演 

1�� �� &)�& !" �����4 &')� 0��)�:4�& ��9 (�4���9 :,���& �3!���)�-��+ 3��'�� �

�月 	日$��日

�
��  ��3���� ��� 4���%����� ��� ��������� 4�
�
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�
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/" *-��K8,> � ��� ��(�'���3 ��9�(�� 9�%���(�

第 ��回月・惑星シンポジウム �相模原� �月 
$�日

���� � 中串孝志 �花山天文台 、赤羽徳英 �飛騨天文台 、岩崎恭輔 �京都学園大 、"��'��� #�$�%���
�$�$Hアリゾナ大 

�%�(�����%� ���(���� �2 ��� #�%���� �'��(��� �(��! ��(�> )**+ ����%9������

国立天文台野辺山電波観測所特別公開・講演会 �野辺山� �月 �	日

����  柴田一成

宇宙は爆発・ジェットだらけ�太陽フレアからガンマ線バーストまで�

第 �	回天文情報処理研究会”天文学における自動化・省力化”�上宝村� �月 ��日－ ��日

���� � 上野悟

ドームレス望遠鏡制御の自動化

����  野上大作

飛騨天文台 �*��望遠鏡の自動化の展望

��



日本天文学会秋季年会 �姫路� ��月 �日－ 
日

���� � 柴田一成、高崎宏之、北井礼三郎、黒河宏企、石井貴子、秋山幸子、森本太郎、磯部洋明、
浅井 歩、清原淳子 �京大理附属天文台 、矢治健太郎 �かわべ天文台 、下条圭美、横山央明 �国
立天文台 

太陽フレアとガンマ線バースト

��	�  田沼俊一 �名大 "
0研 、横山央明、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

磁気リコネクションジェットと流入流の ,次元構造

��
� � 中串孝志 �京大花山天文台 、赤羽徳英 �京大飛騨天文台 、岩崎恭輔 �京都学園大 、"��'���
#�$�%����$�$Hアリゾナ大 

#�%���� �(��! ��(� �� ������>)**+ ����%9������

���� � 佐藤毅彦 �熊大教 、川端 潔、山本直孝 �東理大理 、天間嶺文 �ニューメキシコ州立大 、赤
羽徳英 �京大理 

惑星用小型二次元偏光像装置/	�"の開発と試験観測

����  野澤 恵 �茨大理 、柴田一成 �京大理 

浮上磁場の ,次元モデル> 磁気圧と磁気シートの影響について

���� � 森安聡嗣 �京大 、横山央明、工藤哲洋 �国立天文台 、嶺重 慎、柴田一成 �京大 

アルフヴェン波による太陽浮上磁気ループ中のコロナ生成

���� � 吉村圭司 �宇宙研 、黒河宏企 �京大理 

多波長域データで見た磁束管浮上領域の発展の一例

���� � 神尾 精、石井貴子、黒河宏企 �京大理 

+77)年 ++月 )日のC7フレアにおける '���.J�%� (��'の微細構造の時間発展

���� �� 石井貴子、黒河宏企、北井礼三郎 �京大理 

�%�.J�%� ����9����� �� ��� ����9� <�3��� �	�� 7),�

����  矢治健太郎 �かわべ天文公園 、増田 智 �名大 "
0研 、浅井 歩、柴田一成、黒河宏企 �京大
理天文台 、横山央明、下条圭美 �国立天文台野辺山 

)**+年 -月 +*日に起きたC)クラスフレアの硬C線放射構造

���� � 成影典之、衛藤 茂、磯部洋明、浅井 歩、森本太郎、高津祐通 �京大理 、石井貴子、秋山幸
子 �京大理天文台 、八代誠司 ���"� 、北井礼三郎、黒河宏企、柴田一成 �京大理天文台 

+77B�)***年に飛騨天文台で発見された#�%���� ��9� -例について

��	� � 高崎宏之、柴田一成、黒河宏企、北井礼三郎、石井貴子、秋山幸子、森本太郎、磯部洋明、
浅井 歩、清原淳子 �京大理 、下条圭美、横山央明 �国立天文台野辺山 、矢治健太郎 �かわべ天
文公園 

/�� ��! =��( �(���� 01������� 2%�� "�(�% �(�%�� �� ��9� )-�)***

��
� � 北井礼三郎、浅井 歩、石井貴子、森本太郎、高津祐通、柴田一成、黒河宏企 �京大理 、横
山央明、下条圭美 �国立天文台野辺山 、真柄哲也 �モンタナ大 吉村圭司 �宇宙研 

�	��7-+�で発生した )**+年 -月 +*日C)�,フレア

���� � 黒河宏企、清原淳子、石井貴子、北井礼三郎、浅井 歩 �京大理 

強いフレア活動を示した �	��7-+�の捻れた磁束管構造について

��



���� � 浅井 歩 �京大理 、黒河宏企、石井貴子、北井礼三郎、柴田一成、鴨部麻衣 �京大理天文台 、
増田智 �名大"
0研 、横山央明、下条圭美 �国立天文台野辺山 、矢治健太郎 �かわべ天文公園 

)**+年 -月 +*日のフレアにおける、非熱的粒子の時間変化の解析 �+ /� カーネルのライト
カーブ

���� � 浅井 歩 �京大理 、黒河宏企、石井貴子、北井礼三郎、柴田一成、鴨部麻衣 �京大理天文台 、
増田智 �名大"
0研 、横山央明、下条圭美 �国立天文台野辺山 、矢治健太郎 �かわべ天文公園 

)**+年 -月 +*日のフエアにおける、非熱的粒子の時間変化の解析 �) ：
��.<����� �(�%�の
内部構造

����  工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成 �京大理 、竹内影継 �米子高専 、斉藤卓弥 �東大天文 

スピキュールの生成とコロナ加熱

���� � ��/�4%��ｓ ������� ��! /�!� 	���%9���%��������� ���9�%���� 、/���%�����������
��! /�!� 	���%9���%��������� ���9�%���� 、��6������%����������� �2 "'��� ��! ���%����.
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���� � 清原淳子、久田裕之、船津大輔、磯部洋明、柴田一成 �京大理 

太陽フレアにおける温度と磁場の関係

���� � 磯部洋明、森本太郎、成影典之、衛藤 茂、柴田一成 �京大理 

太陽フレアにおけるリコネクションレートの統計的研究

����  横山央明 �国立天文台 、柴田一成 �京大理 

フレアの磁気流体シミュレーション－重力下での大気の効果

��	� � 秋山幸子 �京大理天文台 、竹内智彦、水野陽介、森本太郎 �京大理 、柴田一成 �京大理天文
台 、八代誠司 �=�� 

混合 =#0と惑星間擾乱の関係

��
� �� 森本太郎、黒河宏企、�京大理天文台 
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����  竹内影継 �米子高専 、柴田一成 �京大理 

重力成層大気内での磁気リコネクション �その ) 

���� � 磯部洋明 �京大理 、横山央明 �国立天文台野辺山 、柴田一成 �京大理 

熱伝導と彩層爆発の効果を含む原子惑星フレアの流体シミュレーション

����  加藤精一 �東大理 、工藤哲洋 �国立天文台 、松元亮治 �千葉大 、柴田一成 �京大理 

宇宙ジェットの安定性と ���生成

����� � 竹内 努 �国立天文台H東大天文センター 、石井貴子 �京大理附属天文台 

=��2����� ��! "���������( 4����� �� ��� 0��������� �2 ��(�;� 09�(����� 2%�� �< 	���%9������

�����  小出眞路 �富山大工 、��9�! $�#���%�5�$ 、柴田一成 �京大理 、工藤哲洋 �国立天文台 

カーブラックホール・エネルギーの磁気的引抜き機構の ,次元画像解析

����� � 上野 悟、北井礼三郎、黒河宏企 �京大理附属天文台 、牧田 貢 �大坂学院短期大 

#�((�% #��%�;における平面アルミ反射鏡の固有パラメータの観測的決定とそれによる "����
��%�����%の精度向上度

��



河合塾「学問ワンダーランド」ポスター展示および講演 �大阪� ��月 �日

�����  柴田一成太陽・宇宙における活動現象

�12シミュレーション研究会 �福井� ��月 ��ー ��日

�����  田沼俊一 �名大 "
0研 、横山央明、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

衝撃波に伴う磁気リコネクションの電磁流体 �#/� 数値シミュレーションと、銀河への応用

京大理物理天体核研究室中間発表会 ��月 ��日

���	�  柴田一成

フレアの統一モデル

第 ���回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会 �九大���月 ��ー �	日

���
�  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成 、

点源爆発の衝撃波に伴う磁気リコネクションに関する ,次元電磁流体数値シミュレーション

東京工業大学理学部地球惑星セミナー ��月 ��日

�����  柴田一成

太陽における電磁流体現象

「第 	回シミュレーション・サイエンス・シンポジウム」及び核融合科学研究所共同研究
「大型シミュレーション研究」合同研究会 �核融合研� ��月 �日��日

�����  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成 、

点源爆発の衝撃波に伴う磁気リコネクションの電磁流体 �#/� シミュレーション

名古屋大学太陽地球環境研究所談話会 ��月 	日

�����  柴田一成

フレアの統一モデル

第 ��回計算センターユーザーズミーティング �国立天文台���月 ��ー ��日

�����  田沼俊一、横山央明 �国立天文台 、工藤哲洋 �国立天文台 、柴田一成

超新星爆発のに伴う星間磁場の磁気リコネクションの ,次元電磁流体 �#/�数値 シミュレー
ション

���� 天文台出版物
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京都大学大学院理学研究科附属天文台

花山天文台 〒 	��+���� 京都市山科区北花山大峰町 <07 ���+���+����

#(:7 ���+���+�	��

飛騨天文台 〒 ��	+���� 岐阜県吉城郡上宝村蔵柱 <07 ����+	+����

#(:7 ����+	+����

天文台分室 〒 	�	+���� 京都市左京区北白川追分町 <07 ���+���+����

京都大学大学院理学研究科 #(:7 ���+���+����


